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　１月３日（金）、防災公園周辺で「第３７回新見

市新春ロードレース大会」が開催されました。

　好天に恵まれたこの日、小学生から大人まで

選手全員が元気よく完走しました。選手の中に

は、半袖半ズボン姿で白い息を吐きながら爽快

に走っている人もいました。

�所得税確定申告・住民税申告   p�～�
� 新見市まちづくり審議会・
　新見市地域審議会　公募委員募集 p�　　
�みんなの広場【ひとこと・風の便り…】 p��～��
�まちの話題
　【きらめきクリスマスコンサート…】 p��～��
�はつらつ健康ひろば【����運動】 p��～��
�おしらせ p��～��
�ハッピーバースデー    p��　　
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当
日
表
彰
状
を
授
与
さ
れ
た
人

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
、

中
部
＝
中
部
分
団
・
南
部
＝
南
部

分
団
・
東
部
＝
東
部
分
団
・
北
部

＝
北
部
分
団
・
西
部
＝
西
部
分
団
・

大
佐
＝
大
佐
分
団
・
神
郷
＝
神
郷

分
団
・
哲
多
＝
哲
多
分
団
・
哲
西

＝
哲
西
分
団
）

【
永
年
勤
続
功
労
章
】�

�
�
�
�

▼
山
�
信
吾
（
団
本
部
・
分
団
長
）

▼
渡
邉
登
（
中
部
・
同
）
▼
吉
岡

博
（
東
部
・
同
）
▼
山
本
仁
（
消

防
本
部
・
消
防
司
令
）

【
優
良
消
防
団
員
章
】�

�
�
�
�

▼
杉
本
政
人
（
中
部
・
部
長
）
▼

瀧
本
元
治
（
南
部
・
同
）
▼
藤
井

正
文
（
東
部
・
同
）
▼
藤
原
昭
義

（
北
部
・
同
）
▼
黒
田
英
樹
（
大

佐
・
同
）
▼
田
原
裕
之
（
神
郷
・

同
）
▼
小
川
高
広
（
哲
多
・
同
）

▼
東
郷
芳
樹
（
西
部
・
副
部
長
）

【
功
労
章
】�

�
�
�
�

▼
中
山
正
己
（
団
本
部
・
分
団
長
）

▼
山
�
一
成
（
大
佐
・
同
）
▼
槙

原
武
一
（
神
郷
・
同
）
▼
松
本
敏

文
（
哲
多
・
同
）
▼
三
羽
盛
喜

（
西
部
・
副
分
団
長
）
▼
瀧
口
四

郎
（
消
防
本
部
・
消
防
司
令
補
）

【
表
彰
章
】�

��

�
�

��

▼
別
所
正
敏
（
団
本
部
・
分
団
長
）

▼
田
中
操
（
南
部
・
同
）
▼
村
�

友
己
（
同
・
副
分
団
長
）
▼
田
中

邦
男
（
東
部
・
同
）
▼
千
香
順
司

（
北
部
・
同
）
▼
鹿
島
寿
亨
（
大

佐
・
同
）
▼
大
日
南
隆
（
哲
西
・

同
）
▼
冨
部
真
二
（
同
・
同
）
▼

林
富
男
（
北
部
・
部
長
）
▼
小
早

川
太
（
神
郷
・
同
）
▼
永
田
制
司

（
哲
多
・
同
）
▼
畑
達
也
（
中
部
・

班
長
）
▼
福
田
直
樹
（
同
・
同
）

▼
藤
原
俊
樹
（
西
部
・
同
）
▼
名

越
淑
郎
（
消
防
本
部
・
消
防
司
令

補
）

【
青
年
章
】�

�
�
�
�

▼
土
江
一
史
（
北
部
・
団
員
）

▼
村
尾
達
也
（
西
部
・
同
）

▼
尾
畑
嘉
浩
（
大
佐
・
同
）

【
精
勤
章：

　

年
勤
続
】���

�
�

２０

��

▼
山
本
正
行
（
東
部
・
副
分
団
長
）

▼
山
田
邦
広
（
大
佐
・
同
）
▼
西

田
憲
夫
（
南
部
・
部
長
）
▼
吉
岡

彰
（
東
部
・
同
）
▼
藤
原
昭
義

（
北
部
・
同
）
▼
元
田
啓
介
（
大

佐
・
同
）
▼
杉
本
泰
広
（
同
・
副

部
長
）
▼
池
本
弘
二
（
同
・
同
）

▼
池
田
祐
樹
（
同
・
同
）
▼
小
林

宏
（
南
部
・
班
長
）
▼
山
上
竜
吾

（
東
部
・
同
）
▼
中
川
博
（
北
部
・

同
）
▼
柴
田
久
明
（
同
・
同
）
▼

八
田
福
美
生
（
同
・
同
）
▼
小
田

英
二
（
西
部
・
同
）
▼
福
田
晴
吉

（
大
佐
・
同
）
▼
杉
井
正
樹
（
同
・

同
）
▼
山
田
孝
文
（
同
・
同
）
▼

赤
木
晴
一
（
神
郷
・
同
）
▼
藤
井

隆
志
（
哲
多
・
同
）
▼
三
村
真
司

（
南
部
・
団
員
）
▼
大
月
覚
志
（
東

部
・
同
）
▼
黒
川
徹
（
同
・
同
）

▼
橋
本
健
司
（
同
・
同
）
▼
久
重

憲
康
（
同
・
同
）
▼
池
田
博
文

（
北
部
・
同
）
▼
赤
木
康
将
（
同
・

同
）
▼
谷
岡
一
雄
（
同
・
同
）
▼

大
月
祐
介
（
同
・
同
）
▼
角
�
国

丸
（
西
部
・
同
）
▼
安
達
豊
和

（
同
・
同
）
▼
田
中
武
夫
（
同
・

同
）
▼
小
豆
澤
正
人
（
神
郷
・
同
）

▼
藤
野
勝
範
（
同
・
同
）
▼
大
原

勲
之
（
同
・
同
）
▼
石
倉
巨
三

（
同
・
同
）
▼
中
村
篤
史
（
哲
多
・

同
）
▼
田
邉
圭
弘
（
同
・
同
）
▼

吉
田
宥
正
（
同
・
同
）
▼
難
波
俊

介
（
哲
西
・
同
）
▼
難
波
誠
（
同
・

同
）
▼
田
口
英
男
（
同
・
同
）
▼

本
田
勝
己
（
同
・
同
）
▼
赤
木
宏

（
同
・
同
）
▼
盛
元
宏
明
（
消
防

本
部
・
消
防
司
令
補
）
▼
内
田
順

二
（
同
・
同
）
▼
谷
岡
美
久
（
同
・

同
）

【
表
彰
章
】�

�
�
�
�

▼
植
田
啓
二
（
東
部
・
副
分
団
長
）

▼
青
木
啓
一
（
北
部
・
同
）
▼
森

岡
一
郎
（
大
佐
・
同
）
▼
西
村
佳

明
（
哲
多
・
同
）
▼
大
杉
真
（
中

部
・
部
長
）
▼
�
瀬
広
視
（
南

部
・
同
）
▼
八
幡
正
和
（
西
部
・

同
）
▼
小
林
敦
（
神
郷
・
同
）
▼

吉
田
泰
也
（
消
防
本
部
・
消
防
司

令
）

【
特
別
表
彰
】�

第　

回
岡
山
県
消
防
操
法
訓
練
大

��
会

優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰やややややややややややややややややややややややややややややややや一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水でででででででででででででででででででででででででででででででで優良団員表彰や一斉放水で
士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる士気高める

岡
山
県
消
防
協
会
長
表
彰

岡
山
県
知
事
表
彰

備
中
地
区
消
防
連
絡
協
議
会
長
表
彰

（
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部：

第
�

位
入
賞
神
郷
分
団
）

▼
槙
原
武
一
（
神
郷
・
分
団
長
）

【
表
彰
章
】�

��

�
�

��

▼
田
口
慎
二
（
東
部
・
班
長
）
▼

仲
田
有
志
（
神
郷
・
同
）
▼
沖
津

巧
士
（
哲
西
・
同
）
▼
戸
田
亮
一

（
中
部
・
団
員
）
▼
岡
本
充
弘
（
同
・

同
）
▼
福
田
彰
雄
（
南
部
・
同
）

▼
大
谷
昌
史
（
同
・
同
）
▼
重
廣

孝
志
（
東
部
・
同
）
▼
木
曽
田
満

（
北
部
・
同
）
▼
木
曽
田
一
機
（
同
・

同
）
▼
林
友
彦
（
西
部
・
同
）
▼

上
田
道
博
（
同
・
同
）
▼
�
村
貴

士
（
大
佐
・
同
）
▼
福
島
崇
（
同
・

同
）
▼
藤
原
司
（
神
郷
・
同
）
▼

松
島
茂
樹
（
哲
多
・
同
）
▼
堀
口

哲
也
（
同
・
同
）
▼
福
田
八
恵
美

（
哲
西
・
同
）

【
永
年
勤
続
功
労
章：

　

年
勤
続
】��

２５

��

�
�

��

▼
高
下
謙
二
（
哲
多
・
副
分
団
長
）

▼
清
水
一
秀
（
同
・
同
）
▼
大
日

南
隆
（
哲
西
・
同
）
▼
船
越
和
義

（
中
部
・
部
長
）
▼
森
脇
伸
夫
（
北

部
・
同
）
▼
藤
原
勝
（
同
・
同
）

▼
永
田
制
司
（
哲
多
・
同
）
▼
對

野
豊
（
東
部
・
副
部
長
）
▼
東
郷

芳
樹
（
西
部
・
同
）
▼
堀
江
吉
保

（
神
郷
・
同
）
▼
吉
尾
一
男
（
哲

多
・
同
）
▼
持
田
寿
登
（
同
・
同
）

▼
森
脇
二
郎
（
中
部
・
班
長
）
▼

上
藤
優
（
北
部
・
同
）
▼
藤
原
政

人
（
同
・
同
）
▼
西
田
浩
幸
（
神

新
見
市
長
表
彰

平成２６年新見市消防出初式平成２６年新見市消防出初式
　新見市消防出初式が新見市消防出初式が��月12日(日)、まなび広場にい月12日(日)、まなび広場にい
みで行われ、消防職員、消防みで行われ、消防職員、消防団員、婦人防火クラブ員、団員、婦人防火クラブ員、
来賓の計来賓の計������人が参加しました。永年にわたり消防活人が参加しました。永年にわたり消防活
動に功績のあった消防団員などの表彰が行われ、式典動に功績のあった消防団員などの表彰が行われ、式典
後には、まなび広場にいみ横の高梁川で一後には、まなび広場にいみ横の高梁川で一斉放水を行斉放水を行
い、日頃の訓練の成果を披露しました。い、日頃の訓練の成果を披露しました。
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同
）
▼
大
島
茂
彰
（
哲
西
・
同
）

▼
冨
谷
美
幸
（
南
部
・
団
員
）
▼

常
清
和
伸
（
東
部
・
同
）
▼
川
本

和
夫
（
同
・
同
）
▼
植
田
正
二

（
同
・
同
）
▼
三
上
昭
彦
（
北
部
・

同
）
▼
森
谷
稔
彦
（
同
・
同
）
▼

津
島
武
史
（
同
・
同
）
▼
角
瀬
康

博
（
西
部
・
同
）
▼
林
宏
（
同
・

同
）
▼
平
野
隆
延
（
同
・
同
）
▼

山
田
卓
地
（
同
・
同
）
▼
柴
田
千

賀
子
（
大
佐
・
同
）
▼
辻
本
浩
康

（
同
・
同
）
▼
渡
邉
宏
（
同
・
同
）

▼
後
藤
雄
亮
（
同
・
同
）
▼
尾
畑

嘉
浩
（
同
・
同
）
▼
山
片
聖
司

（
同
・
同
）
▼
森
岡
崇
史
（
同
・

同
）
▼
藤
岡
一
司
（
同
・
同
）
▼

栗
元
伸
宜
（
同
・
同
）
▼
安
藤
直

紀
（
同
・
同
）
▼
佐
藤
健
一
（
同
・

同
）
▼
横
張
賢
一
（
同
・
同
）
▼

嶋
田
徹
男
（
神
郷
・
同
）
▼
今
井

耕
太
（
同
・
同
）
▼
四
木
博
幸

（
同
・
同
）
▼
岸
戸
武
士
（
同
・

同
）
▼
池
田
英
治
（
同
・
同
）
▼

平
田
光
正
（
同
・
同
）
▼
小
藤
民

典
（
哲
多
・
同
）
▼
品
川
宣
彰

（
同
・
同
）
▼
宮
原
優
（
同
・
同
）

▼
梶
川
進
（
同
・
同
）
▼
堀
部
元

浩
（
同
・
同
）
▼
三
上
勇
介
（
同
・

同
）
▼
河
上
厚
志
（
同
・
同
）
▼

瀧
口
秀
樹
（
同
・
同
）
▼
亀
山
英

則
（
同
・
同
）
▼
石
川
真
也
（
同
・

同
）
▼
坂
本
裕
正
（
同
・
同
）
▼

久
川
一
生
（
哲
西
・
同
）
▼
奥
津

堅
司
（
同
・
同
）
▼
難
波
毅
（
同
・

同
）

【
特
別
表
彰
】

第　

回
岡
山
県
消
防
操
法
訓
練
大

��

会
出
場
選
手

（
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
）

▼
福
田
洋
介
（
神
郷
・
団
員
）
▼

中
田
浩
二
（
同
・
同
）
▼
長
谷
川

寛
之
（
同
・
同
）
▼
大
原
勲
之

（
同
・
同
）
▼
小
早
川
哲
哉
（
同
・

同
）

【
永
年
勤
続
功
労
章
】�

��

�
�

��

▼
吉
村
�
（
団
本
部
・
分
団
長
）

▼
坂
本
始
（
同
・
同
）
▼
西
村
泰

則
（
北
部
・
同
）
▼
大
谷
國
治

（
中
部
・
副
分
団
長
）
▼
中
村
勲

（
同
・
同
）
▼
佐
々
木
友
仁
（
神

郷
・
同
）
▼
吉
川
晴
義
（
哲
多
・

同
）
▼
奥
津
忠
和
（
哲
西
・
同
）

▼
松
本
恭
治
（
同
・
同
）
▼
松
浦

清
一
（
消
防
本
部
・
消
防
司
令
）

【
功
績
章
】�

�
�
�
�

▼
小
林
晃
（
団
本
部
・
分
団
長
）

【
精
績
章
】�

�
�
�
�

▼
吉
村
�
（
団
本
部
・
分
団
長
）

▼
矢
吹
文
明
（
神
郷
・
副
分
団
長
）

▼
三
原
茂
樹
（
消
防
本
部
・
消
防

司
令
）

【
勤
続
章 ：

�

年
勤
続
】�
��

�
�

��

��

▼
山
�
信
吾
（
団
本
部
・
分
団
長
）

▼
石
垣
賢
二
（
同
・
同
）
▼
石
田

實
（
西
部
・
同
）
▼
久
�
幸
治

（
東
部
・
副
分
団
長
）
▼
柏
本
浩

（
北
部
・
同
）
▼
仲
田
太
郎
（
西

部
・
同
）
▼
道
繁
要
（
同
・
同
）

▼
佐
々
木
友
仁
（
神
郷
・
同
）
▼

奥
津
賢
司
（
哲
西
・
同
）
▼
森
川

孝
憲
（
東
部
・
部
長
）
▼
田
中
邦

男
（
同
・
同
）
▼
山
本
英
治
（
西

新
見
市
消
防
団
長
表
彰

�
��

�
��
�
�
	



��

消
防
庁
長
官
表
彰

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

郷
・
同
）
▼
赤
木
博
樹
（
哲
西
・

同
）
▼
冨
谷
学
（
西
部
・
団
員
）

▼
真
壁
国
正
（
同
・
同
）
▼
安
藤

薫
（
神
郷
・
同
）
▼
八
石
豊
（
哲

多
・
同
）

【
感
謝
状：
消
防
団
退
職
者
】

�
�
�
�

▼
小
川
潔
（
団
本
部
・
副
団
長
）

▼
坂
本
始
（
同
・
分
団
長
）
▼
谷

川
内
茂
（
同
・
同
）
▼
中
山
環

（
哲
西
・
同
）

【
精
勤
章 ：

�

年
勤
続
】�
��

�
�

��

��

▼
中
尾
信
夫
（
南
部
・
副
部
長
）

▼
赤
木
伸
昌
（
哲
西
・
同
）
▼
加

嶋
伸
一
（
東
部
・
班
長
）
▼
東
郷

亮
介
（
大
佐
・
同
）
▼
内
田
美
治

（
同
・
同
）
▼
林
洋
志
（
神
郷
・

同
）
▼
佐
々
木
信
幸
（
哲
西
・
同
）

▼
小
谷
耕
太
朗
（
同
・
同
）
▼
溝

上
宏
治
（
同
・
同
）
▼
磯
田
春
正

（
中
部
・
団
員
）
▼
川
添
早
巳
（
南

部
・
同
）
▼
渡
邉
英
樹
（
東
部
・

同
）
▼
吉
川
宏
明
（
同
・
同
）
▼

松
永
孝
之
（
北
部
・
同
）
▼
建
石

英
樹
（
西
部
・
同
）
▼
本
多
壽
貴

（
同
・
同
）
▼
山
形
昌
之
（
大
佐
・

同
）
▼
井
竹
和
明
（
神
郷
・
同
）

▼
定
岡
聡
（
哲
多
・
同
）

【
精
勤
章 ：

�

年
勤
続
】�
��

�
�

��

��

▼
田
原
裕
之
（
神
郷
・
部
長
）
▼

名
越
鉄
也
（
哲
西
・
同
）
▼
林
泰

生
（
西
部
・
班
長
）
▼
仲
田
有
志

（
神
郷
・
同
）
▼
長
尾
学
（
同
・

叙
勲

　

元
新
見

市
議
会
議

員
の 
山  
口 

や
ま 
ぐ
ち

 
憲  
一 
さ
ん

け
ん 
い
ち

（
草
間
）に
旭
日
単
光
章
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
口
さ
ん
は
、
昭
和　

年
��

に
新
見
市
議
会
議
員
に
初
当

選
し
、
以
後
昭
和　

年
ま
で

��

の
�
期　

年
に
わ
た
り
、
情

��

熱
を
も
っ
て
市
政
に
取
り
組

ま
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
間
に
副
議
長
、
建
設

産
業
常
任
委
員
会
委
員
長
な

ど
を
歴
任
さ
れ
、
地
方
自
治

の
発
展
に
尽
力
さ
れ
る
と
と

も
に
、
地
域
住
民
の
代
表
と

し
て
新
見
市
の
発
展
に
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　

民
生
委

員
・
児
童
委

員
の 
鷲  
山 

わ
し 
や
ま

 
惠  
祥  
さ
ん

や
す 
よ
し

（
哲
多
町
花
木
）が
厚
生
労
働
大

臣
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

鷲
山
さ
ん
は
、
昭
和　

年　
��

��

月
か
ら　

年
に
わ
た
り
、
民
生

��

委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
活
動

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成

　

年　

月
か
ら
平
成　

年　

月

��

��

��

��

ま
で
の　

年
に
わ
た
り
、
哲
多

��

地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

高
齢
化
や
少
子
化
な
ど
福
祉

に
関
す
る
問
題
が
多
様
化
す
る

中
で
、
豊
富
な
知
識
や
経
験
を

活
か
し
た
活
動
を
献
身
的
に
続

け
ら
れ
、
現
在
も
地
域
福
祉
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

部
・
同
）
▼
安
達
紳
二
（
神
郷
・

副
部
長
）
▼
常
清
康
秀
（
東
部
・

班
長
）
▼
山
口
歳
弘
（
西
部
・
同
）

▼
後
藤
博
文
（
同
・
同
）
▼
田
原

正
明
（
神
郷
・
団
員
）
▼
寺
奧
昇

（
哲
西
・
同
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

消
防
本
部
総
務
課

　

�
�
�
�
�
�
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平成��年度 上半期一般会計の財政状況

財産収入　１億２７４万円(０.４%)�
自動車取得税交付金　７,０２０万円(０.３%)�
地方特例交付金　９６０万円(０.０%)�
交通安全対策特別交付金　９００万円(０.０%)�
利子割交付金　７８０万円(０.０%)�
配当割交付金　７１０万円(０.０%)�
寄附金　２４６万円(０.０%)�
株式等譲渡所得割交付金　１４０万円(０.０%)

地方交付税�
１２５億３,６６９万円�
(５１.２%)

市債�
３５億９４０万円�
(１４.４%)

市税�
３３億１,０８０万円�
(１３.５%)

国庫支出金�
１８億１,９６９万円(７.４%)

県支出金　９億９,３３９万円(４.１%)

議会費�
１億９,２５９万円�
(０.８%)

予備費�
１億円�
(０.４%)

諸支出金�
５億２,５８９万円�
(２.１%)

災害復旧費�
１億３,４３７万円�
(０.６%)

衛生費�
２３億７,７４８万円�
(９.７%)�
�

総務費�
３０億６,８２３万円�
(１２.５%)�
�

民生費�
４８億３,２０１万円�
(１９.７%)

土木費�
３５億９,７２７万円�
(１４.７%)

教育費�
１９億４,３２６万円�
(７.９%)�
�

公債費�
５０億１,７８６万円�
(２０.５%)

労働費　４,４３７万円(０.２%)

農林水産業費　８億３,５９２万円(３.４%)

商工費　２億４,００７万円(１.０%)

消防費�
１５億８,６０７万円�
(６.５%)

歳出�

歳入�

歳入総額�

（うち繰越事業費 １３億４,６８２万円）�

繰越金　８億１,６２４万円(３.４%)

地方消費税交付金　２億９,８９０万円(１.２%)

地方譲与税　２億９,４９０万円(１.２%)

使用料および手数料　２億１,７７８万円(０.９%)

諸収入　１億７,５９８万円(０.７%)

繰入金　１億５,８３８万円(０.７%)
分担金および負担金　１億５,２９４万円(０.６%)

244億9,539万円�

歳出総額�

（うち繰越事業費１３億４,６８２万円）�

244億9,539万円�

��
��

平成 ��年度上半期

��������	
���������������

��������	�
�������
���

�������
��������	
�����������

����������	
���������������	�

��������	�
����

��������	
�����������

���������������	
�	�������

���������	�
���������������
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地方債の現在高

会計別予算の執行状況

上水道事業（公営企業）の状況 （平成��年度上半期）

財産の現在高

一世帯・市民一人当たりの状況

一般会計�
３５１億６，４２４万円�
(６２.５%)

下水道事業特別会計�
１６２億３８５万円(２８.８%)

簡易水道事業特別会計�
４７億２，８６３万円(８.４%)

診療所特別会計�
１億６，２０９万円(０.３%)

国民健康保険特別会計（直診勘定）�
５３８万円(０.０%)

総額  ���億�����万円

■問い合わせ先　財政課　������

歳入歳出
差 引 額

執行済額
� 月 末
予算現額

会計名 歳出歳入

比率支出済額比率収入済額

万円

���,���
％

��.�
万円

���,���
％

��.�
万円

�,���,���
万円

�,���,���一 般

△ �,�����.��,����.������,���診 療 所

�,�����.����,�����.����,������,���国民健康保険
（事業勘定）

△ �,�����.��,�����.��,�����,���国民健康保険
（直営診療勘定）

��,�����.����,�����.����,������,���介 護 保 険
（保険事業勘定）

△ �����.��,�����.�����,���介 護 保 険
（介護サービス事業勘定）

�,�����.���,�����.���,�����,���後期高齢者医療

△ ��,�����.���,�����.���,������,���簡易水道事業

△ ��,�����.���,�����.���,������,���下水道事業

�,�����.��,�����.��,����,���観 光 事 業

�,����.����.��,����,���豊永財産区

���.�����.�����萬歳財産区

��,�����.��,������.���,�����,���農業共済事業

���,�����.��,���,�����.��,���,����,���,���計

給　水　戸　数 ………………………………… �����戸

給　水　人　口 ………………………………… ������人

配　　水　　量 ……………………………… ��������

有　収　水　量 ……………………………… ��������

有　　収　　率 …………………………………… ����％

�日平均配水量 ………………………………… ������

主な建設改良事業

・道路橋梁関連水道移設事業  ………………… ���万円

費用の部収益の部

�����万円営業費用
（人件費など）

�億�,���万円営業収益
（水道料金など）

�����万円営業外費用
（支払利息など）

�万円営業外収益
（預金利息など）

�万円特別損失
（資産売却損など）

�万円特別利益
（資産売却益など）

�����万円計�億�����万円計

当期（上半期）純利益　８，２２６万円　

��億�,���万円有価証券および出資による権利

��億�,���万円基金（現金）

�億�,���万円債権

��,���,����土地

���,����建物

市税の�
負担額�

予算額�

地方債の�
残高状況�
（一般会計）�

平成��年�月末現在

世帯数…��,���世帯　人口…��,���人
（世帯数・人口ともに外国人を含む）

一世帯
���,���円

市民一人
���,���円

一世帯
�,���,���円

市民一人
���,���円

一世帯
���,���円

市民一人
���,���円

（　　　　 　　　　）（　　　　 　　　　）交付税補填分 �,���,���円
合計 �,���,���円

交付税補填分 ���,���円
合計 �,���,���円
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申
告
の
手
続
に
必
要
な
も
の

�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

源
泉
徴
収
票
、
譲
渡
所
得
、
保
険
金
な

ど
の
内
容
が
確
認
で
き
る
も
の

�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

生
命
・
地
震
・
損
害
保
険
料
支
払
証
明

書
、
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
領
収
書
、
国

民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書
、
障
害
者
手

帳
な
ど

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

預
金
通
帳
な
ど

そ
の
他

﹇
農
業
・
営
業
・
不
動
産
申
告
﹈

　

収
入
と
経
費
が
わ
か
る
帳
簿
（
計
算
し

た
も
の
）、ま
た
は
収
支
内
訳
書
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

　

農
業
申
告
の
場
合
は
、
Ｊ
Ａ
阿
新
広
報

誌
「
あ
し
ん
」　

月
号
と
一
緒
に
配
布
さ

��

れ
て
い
る
、
収
支
内
訳
準
備
表
に
記
入
し
、

申
告
会
場
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
収
支

内
訳
準
備
表
は
、
各
支
局
、
各
市
民
セ
ン

タ
ー
に
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

﹇
肉
用
牛
申
告
﹈

　

収
支
計
算
で
行
う
た
め
、
確
認
で
き
る

資
料
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

売
却
証
明
書
が
な
い
場
合
は
、
免
税
対

象
牛
で
あ
っ
て
も
、
免
税
の
適
用
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

�

�
�
�

�
�
�
�
�
��
��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�

�
�
�

　

飼
料
費
、
種
付
料
、
診
察
料
、
畜
舎
の

修
理
代
、
牛
の
運
搬
料
な
ど

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

﹇
医
療
費
控
除
の
申
告
﹈

　

平
成　

年
中
に
支
払
っ
た
、
医
療
費
・

��

介
護
保
険
で
受
け
た
サ
ー
ビ
ス
の
領
収
書
、

ま
た
、
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額

が
わ
か
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
領
収
書
は
、
医
療
を
受
け
た
人
ご
と
に

　

分
け
、
合
計
金
額
を
計
算
し
て
申
告
く

　

だ
さ
い
。　

平
成　

年
１
月
か
ら
、
記
帳
・
帳
簿

２６

な
ど
の
保
存
制
度
の
対
象
者
が
拡
大

さ
れ
ま
し
た

　

事
業
所
得
（
農
業
を
含
む
）、
不
動

産
所
得
ま
た
は
山
林
所
得
の
あ
る
す

べ
て
の
人
に
つ
い
て
、
記
帳
と
帳
簿

の
保
存
（
�
〜
�
年
間
）
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

※
所
得
税
申
告
の
必
要
が
な
い
人
も
、

　

保
存
制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

申
告
前
に
読
ん
で
み
て　
!!

　

よ
く
あ
る
質
問
Ｑ
＆
Ａ

退
職
し
た
年
の
申
告
は
必
要
で

す
か
？

年
内
に
再
就
職
し
た
場
合
は
、

職
場
で
年
末
調
整
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
申
告
は
不
要
で
す
。

年
内
に
再
就
職
し
て
い
な
い
人
は
、
申

告
が
必
要
で
す
。
源
泉
徴
収
票
と
控
除

に
必
要
な
書
類
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

転
居
・
結
婚
な
ど
に
よ
り
、
申
告

時
の
住
所
・
氏
名
と
源
泉
徴
収
票

の
住
所
・
氏
名
が
異
な
る
場
合
、申
告
書

に
ど
ち
ら
を
記
載
す
れ
ば
い
い
の
？

申
告
時
の
住
所
・
氏
名
を
記
載

し
て
く
だ
さ
い
。

収
入
が
な
く
て
も
申
告
が
必
要

で
す
か
？

所
得
証
明
書
の
交
付
、
国
民
健

康
保
険
税
の
算
定
、
児
童
手
当

の
給
付
な
ど
に
お
い
て
、
申
告
が
必
要

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

死
亡
し
た
人
の
申
告
は
ど
う
す

れ
ば
？

準
確
定
申
告
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
。
準
確
定
申
告
は
、

相
続
人
が
�
月
�
日
か
ら
死
亡
の
日

ま
で
の
所
得
を
計
算
し
て
行
い
ま
す
。

������

������

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�����

�



�������������
���������	
�

申告相談日程

●新見支局管内

受付時間対象地区申告会場曜
日月　日

�：��～��：��新見・高尾・西方・下熊谷山村開発センター木�月��日

�：��～��：��金谷・正田・石蟹山村開発センター金�月��日

�：��～��：��唐松市民センター管内・長屋唐松公民館月�月��日

�：��～��：��千屋市民センター管内千屋公民館金�月��日

�：��～��：��熊谷市民センター管内熊谷公民館月�月�日

�：��～��：��菅生市民センター管内菅生公民館
月�月��日

�：��～��：��井倉市民センター管内井倉公民館

�：��～��：��草間市民センター管内草間公民館（別館）水�月��日

�：��～��：��上市市民センター管内上市公民館木�月��日

�：��～��：��豊永市民センター管内豊永公民館金�月��日

�：��～��：��全市山村開発センター日�月��日

�：��～��：��全市山村開発センター月�月��日

申告会場の混雑緩和のために大まかな地区割りをしていますが、市内のどこの会場でも申
告することができます。都合に合わせてご来場ください。

■問い合わせ先

　税務課市民税係　������

●神郷支局管内

受付時間対象地区申告会場曜
日月　日

�：��～��：��
高瀬
（野原・野原鷲尾を除く）

旧高瀬小学校

火�月��日

�：��～��：��
釜村・野原
野原鷲尾

新郷市民センター

�：��～��：��
油野
（笹尾・備北開拓を除く）

旧油野小学校

木�月�日

�：��～��：��
足立・坂根・河原
三信・安信・谷安
下谷・門前

神郷生涯学習センター  
「しゃくなげホール」

�：��～��：��
野田・岩屋・新市
湯舟・小谷・笹尾
備北開拓・舞尾

神郷生涯学習センター  
「しゃくなげホール」
金�月�日

●大佐支局管内

受付時間対象地区申告会場曜
日月　日

�：��～��：��町筋以外の川西おおさ総合センター水�月��日

�：��～��：��川東・上刑部おおさ総合センター木�月��日

��：��～��：��大井野旧大井野小中学校
金�月��日

�：��～��：��町筋おおさ総合センター

�：��～��：��布瀬
旧布瀬小学校 
（午前)
土�月��日

�：��～��：��田治部
田治部小学校 
（午前)

●哲多支局管内

受付時間対象地区申告会場曜
日月　日

�：��～��：��蚊家・田淵・大野新砥公民館月�月��日

�：��～��：��
宮河内・花木ほか
哲多支局全域

哲多支局火�月�日

�：��～��：��本郷・成松哲多支局水�月�日

�：��～��：��荻尾・矢戸・老栄夢ひろば萬歳火�月��日

●哲西支局管内

受付時間対象地区申告会場曜
日月　日

�：��～��：��大野部・八鳥・畑木哲西支局　火�月��日

�：��～��：��大竹・矢田哲西支局　　水�月��日

�：��～��：��上神代哲西支局木�月��日

※申告期間中、土曜日・日曜日を除き山村開発センターでも申告相談を受け付けます。ただし、市内各申告会場へ職
員を派遣するために職員が少数となり、待ち時間が長くなりますのでご了承ください。 
※�/��（土）は旧布瀬小学校と田治部小学校で、�／��（日）は山村開発センターで申告相談を受け付けますので、ご
利用ください。

公的年金などの収入が���万円以下で、公的年金に係る雑所得以外の所得が��万円
以下である場合、所得税確定申告書の提出は不要となっておりますが、住民税につ
いては申告書の提出が必要です。お近くの会場で申告してください。
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新
見
市
地
域
審
議
会
（
上
原
米

子
会
長
）
で
は
、
総
合
振
興
計
画

に
定
め
て
い
る
将
来
都
市
像
「
豊

か
さ
の
実
感　

安
全
･
快
適
・
情

報
文
化
都
市　

に
い
み
」
を
築
く

た
め
、
市
民
目
線
で
全
市
的
な
問

題
・
課
題
の
研
究
・
協
議
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。

　

平
成　

年　

月　

日
�
、
新
見

��

��

��

市
地
域
審
議
会
が
開
催
さ
れ
、
第

�
期
地
域
審
議
会
と
し
て
最
後
の

提
言
書
が
市
長
に
提
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
提
言
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
��

　

〈
テ
ー
マ
〉
す
べ
て
の
地
域
に

　

自
主
防
災
組
織
を

　

ふ
る
さ
と
を
自
ら
の
手
で
守

る
た
め
に
、
小
集
落
単
位
の
自

主
防
災
組
織
の
確
立
を
提
言

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


��

　

〈
テ
ー
マ
〉
人
に
や
さ
し
い
健
康

　

都
市
新
見
を
め
ざ
し
て

　
　

秒
で
も
人
に
や
さ
し
く
接

��
し
、
心
豊
か
な
や
さ
し
い
新
見

市
に
な
る
た
め
、「　

秒
の
愛
」

��

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
取
り
組

み
を
提
言

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
��

〈
テ
ー
マ
〉
公
民
館
活
動
に
つ
い

て
　

公
民
館
を
、
教
養
・
生
活
分

野
の
向
上
と
健
康
増
進
お
よ
び

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と

し
て
、
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
る

こ
と
を
提
言

〈
テ
ー
マ
〉
文
化
財
保
護
に
つ
い

て
　

地
域
の
宝
物
で
あ
る
文
化
財

を
地
域
振
興
に
生
か
す
こ
と
を

提
言

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

〈
テ
ー
マ
〉
地
域
の
活
性
化
に
つ

い
て

　

市
内
の
特
産
品
の
掘
り
起
こ

し
と
さ
ら
な
る
ブ
ラ
ン
ド
化
を

提
言

※
く
わ
し
い
内
容
は
市
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
政
策
課
政
策
係

　

�
�
�
�
�
�

　

本
市
で
は
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
等
の
進
行

に
伴
い
、
今
後
、
地
域
活
力
の
低
下
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
集
落
に
お
け
る
地
域
行
事

や
活
性
化
の
担
い
手
と
な
る
人
材
を
確
保
し
、

地
域
活
力
の
維
持
・
向
上
を
図
る
た
め
、
都
市

部
か
ら
意
欲
あ
る
若
い
人
材
を
積
極
的
に
受

け
入
れ
、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
と
し
て
各

支
局
単
位
に
配
置
す
る
こ
と
と
し
、
全
国
公
募

で
隊
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
�
人
の
男
性
隊
員
が
決
定
し
、

い
よ
い
よ
�
月
か
ら
、
ま
ず
�
名
の
隊
員
が
大

佐
・
神
郷
・
哲
多
地
域
へ
着
任
し
（
哲
西
地
域

は
�
月
着
任
予
定
）、
ま
ち
づ
く
り
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
へ
の
支
援
の
ほ
か
、
新
た
な
視

点
・
発
想
に
よ
り
本
市
の
地
域
資
源
を
発
掘
し

て
全
国
へ
情
報
発
信
を
し
た
り
、
新
た
な
産
業

の
創
出
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
活

動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

　

隊
員
の
活
動
期
間
は
最
長
�
年
間
で
、
居
住

す
る
地
域
内
で
の
各
種
支
援
活
動
や
地
域
お

こ
し
活
動
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
ま
す
。
最
初

は
、
地
域
内
を
回
っ
て
行
事
等
の
手
伝
い
や
市

民
の
皆
さ
ん
と
の
会
合
に
参
画
し
て
「
顔
を
売

る
」
こ
と
か
ら
始
め
、
そ
の
上
で
地
域
に
溶
け

込
み
市
民
の
皆
さ
ん
と
交
流
す
る
中
で
、
地
域

の
資
源
や
課
題
を
見
つ
け
、
地
域
を
元
気
に
す

る
新
た
な
取
り
組
み
の
企
画
、
地
域
課
題
の
解

決
に
向
け
た
提
案
な
ど
を
行
っ
て
も
ら
い
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
各
隊
員
が
連

携
し
て
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
本
市
の

情
報
発
信
を
行
う
な
ど
、「
よ
そ
者
・
わ
か
者
」

の
新
し
い
感
覚
で
新
見
市
全
体
の
ま
ち
お
こ

し
の
起
爆
剤
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
む
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
隊
員

を
地
域
の
活
動
な
ど
に
活
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
各
隊
員
は
一
人
で

初
め
て
の
土
地
に
来
て
お
り
、
あ
ら
ゆ
る
面
で

地
域
の
皆
さ
ん
を
頼
り
に
す
る
こ
と
も
多
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
か
温
か
く
受
け
入
れ

て
い
た
だ
き
、
任
期
終
了
後
に
は
定
住
で
き
る

よ
う
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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至大佐山�

刑部駐在所●�

●
刑
部
郵
便
局�

森
林
組
合
●�

大
佐
支
所�

●�
大佐診療所�

駐車場�

至新見�

至大井野�

至真庭�

現大佐支局�

至永富�

刑
部
駅�

市
道
刑
部
中
央
線�

県
道
新
見
勝
山
線�

小
坂
部
川�

大佐支局移転先�
おおさ総合センター�

３ ��２４�����
������
������

　�月��日�から、おおさ総

合センター内に支局機能を

移転し、業務を開始します。

市民のみなさんに長年親し

まれた大佐支局庁舎は、老朽化に伴い閉鎖します。総合センターには、

図書コーナーや研修室もあり、市民のみなさんの利便性も向上する

と考えます。地域の拠点として、ご利用ください。

新住所　新見市大佐小阪部����番地�　 ������　 �����

　　　　 ※電話番号、ファックス番号に変更はありません。

　この縦覧は、選挙人の異議申し出の
機会を保障することとして、登録漏れ
や無資格者の登録、記載事項の誤りな
どを防止するために行うものです。
■縦覧期間
・選挙人名簿・在外選挙人名簿
　�月�日�～�日�
・農業委員会委員選挙人名簿
　�月��日�～�月�日�
※時間はいずれも�時��分～��時
■縦覧場所・問い合わせ先
　選挙管理委員会事務局　������

������
�������
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「
ふ
る
さ
と
に
い
み
応
援

基
金
寄
付
金
」（
ふ
る
さ
と
納

税
）
と
し
て
、
多
く
の
み
な

さ
ま
に
ご
寄
付
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
「
に
い
み
」
を

離
れ
、
ふ
る
さ
と
を
想
い
な

が
ら
活
躍
さ
れ
て
い
る
人
や
、

新
見
市
へ
の
思
い
入
れ
を
お

持
ち
の
人
な
ど
に
ご
紹
介
い

た
だ
き
、
こ
の
「
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
」
を
通
じ
た
ご
支

援
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

く
わ
し
い
内
容
・
申
し
込

み
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

総
務
課
総
務
係
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

公
表
に
同
意
を
い
た
だ
い

た
寄
付
者
の
み
な
さ
ま
は
次

の
と
お
り
で
す
。

長
谷
川　

正
（
東
京
都
）

原　
　

正
明
（
倉
敷
市
）

関　
　

周
司
（
岡
山
市
）

宮
地　

暢
夫
（
倉
敷
市
）

林　
　

高
一
（
岡
山
市
）

原
田　

徹
美
（
岡
山
市
）

原
田　

良
子
（
岡
山
市
）

妹
尾　

克
敏
（
愛
媛
県
）

金
�　

文
男
（
大
阪
府
）

長
谷
川
道
雄
（
東
京
都
）

橋
本　

義
昭
（
神
奈
川
県
）

加
藤　

証
市
（
静
岡
県
）

濱
田　
　

実
（
三
重
県
）

大
瀬　

蓮
二
（
兵
庫
県
）

笠
井　

俊
宏
（
京
都
府
）

松
下　

亀
能
（
岡
山
市
）

渡
辺　

幸
一
（
京
都
府
）

田
代
敬
一
郎  
（
神
奈
川
県
）

田
代　
 

路
子
（
神
奈
川
県
）

藤
井　

昌
博
（
岡
山
市
）

宮
田　

卓
治
（
千
葉
県
）

梅
村　

茂
夫
（
岡
山
市
）

関
藤　

洋
子
（
岡
山
市
）

緒
方　
　

光
（
福
岡
県
）

岸
田　

良
平
（
愛
知
県
）

西
村　

正
紀
（
東
京
都
）

佐
野　

衆
一
（
東
京
都
）

岡　
　

和
範
（
東
京
都
）

小
林　

正
信
（
東
京
都
）

難
波
寿
美
夫
（
岡
山
市
）

（
平
成　

年
�
月
〜　

月 　 受

��

��

 

付
分　

順
不
同
・
敬
称
略
）

■
問
い
合
わ
せ
先 

　

総
務
課
総
務
係

　

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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市
の
政
策
的
な
方
針
な
ど
に

つ
い
て
、
市
長
か
ら
の
諮
問
に

応
じ
て
調
査
・
審
議
す
る
た
め

に
設
置
す
る
「
新
見
市
ま
ち
づ

く
り
審
議
会
」
と
、
市
の
特
色

あ
る
行
政
施
策
の
企
画
・
立
案
・

推
進
に
つ
い
て
審
議
し
、
市
長

へ
提
言
な
ど
を
行
う
た
め
に
設

置
す
る「
新
見
市
地
域
審
議
会
」

の
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

  
■
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？ 

【
新
見
市
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
】

　

市
の
政
策
的
な
方
針
な
ど
の

　

決
定
に
あ
た
り
、
市
長
か
ら

　

の
諮
問
に
応
じ
て
審
議
し
、
答

　

申
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
新
見
市
地
域
審
議
会
】

①
市
の
特
色
あ
る
行
政
施
策
の

　

企
画
・
立
案
・
推
進
に
つ
い

　

て
審
議
し
、
市
長
へ
提
言
を

　

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
市
長
の
諮
問
に
応
じ
て
審
議

　

し
、
答
申
を
行
っ
て
い
た
だ

　

き
ま
す
。

■
任
期

　

委
嘱
の
日
か
ら
�
年
間

■
応
募
資
格 

　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
満　
��

　

歳
以
上
で
、
市
政
に
関
心
が

　

あ
る
人

※
た
だ
し
、
市
議
会
議
員
、
市

　

職
員
、
政
党
ま
た
は
政
治
団

　

体
の
役
員
・
職
員
は
委
員
に

　

な
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

■
募
集
人
数

【
新
見
市
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
】

　

�
名

【
新
見
市
地
域
審
議
会
】

　

旧
市
町
地
域
で
そ
れ
ぞ
れ
�

　

人
以
上

■
募
集
期
間

　

�
月
�
日
�
〜
�
月　

日
�

��

※
郵
送
の
場
合
は　

日
�
必
着

��

■
申
込
方
法 

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

　

入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
、
企
画
政
策
課
、

　

各
支
局
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー

　

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

　

に
あ
り
ま
す
。

■
そ
の
他

　

選
考
結
果
は
応
募
者
全
員
に

　

通
知
し
ま
す
。

　

応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

　

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
政
策
課
政
策
係

　

�
�
�
�
�
�
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���������	
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市
議
会　

月
定
例
会
が　

月

��

��

�
日
か
ら　

日
に
か
け
て
開
催

��

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
上
程
さ
れ
た

議
案
は
、
条
例　

件
、
予
算
�
件
、

��

人
事
�
件
、
そ
の
他
議
案　

件
の

��

計　

件
で
し
た
。

��

　

主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　■

新
見
市
役
所
支
局
条
例
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例

　

新
見
市
大
佐
支
局
の
移
転
に

伴
い
、
支
局
の
位
置
を
変
更
す
る

た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
新
見
市
公
共
施
設
等
整
備
基

　

金
条
例

　

老
朽
化
が
進
む
公
共
施
設
な

ど
の
総
合
的
な
管
理
お
よ
び
運

営
へ
の
対
応
の
一
環
と
し
て
、
公

用
ま
た
は
公
共
用
に
供
す
る
施

設
の
増
改
築
、
設
備
の
更
新
、
大

規
模
修
繕
に
要
す
る
経
費
の
財

源
に
充
て
る
基
金
を
設
置
す
る

条
例
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
新
見
市
保
育
所
条
例
及
び
新

　

見
市
立
幼
稚
園
条
例
の
一
部

 
� 
条
例
関
係

議会�
レ ポ ー ト �
平成��年��月
定例会

　

を
改
正
す
る
条
例

　

平
成　

年
�
月
�
日
付
け
で

��

新
見
中
央
認
定
こ
ど
も
園
を
新

設
す
る
こ
と
に
伴
い
、
同
施
設
の

名
称
お
よ
び
位
置
を
新
た
に
規

定
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
新
見
市
立
小
学
校
及
び
中
学

　

校
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

　

る
条
例

　

平
成　

年
度
か
ら
菅
生
小
学

��

校
が
塩
城
小
学
校
と
統
合
す
る

こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
規
定
を
整

備
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
平
成　

年
度
新
見
市
一
般
会

２５

　

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
に
、
そ
れ
ぞ
れ
�
億

� ,
�
�
�
万
円
を
追
加
し
、
総
額

を
�
�
�
億
� ,
�
�
�
万
円
と

す
る
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し

た
。

【
主
な
内
容
】

○
業
務
用
パ
ソ
コ
ン
更
新
事
業

　
  

…
…
…
…
…
� ,
�
�
�
万
円

○
新
見
中
央
認
定
こ
ど
も
園
整

　

備
事
業   
…
…
…
�
�
�
万
円

○
子
育
て
支
援
医
療
費
給
付
事

　

業   
…
…
…
…
…
�
�
�
万
円

○
ス
ギ
間
伐
材
運
搬
経
費
支
援 

　

事
業   
…
…
…
…
�
�
�
万
円

○
道
路
新
設
改
良
事
業
（
市
単
独

　

事
業
）
…
…
…
� ,
�
�
�
万
円

○
市
民
体
育
館
音
響
設
備
改
修

　

事
業  
…
…
…
� ,
�
�
�
万
円

○
長
期
債
償
還
金
（
任
意
の
繰
上

　

償
還
）
…
�
億
� ,
�
�
�
万
円

 
■
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の

　

推
薦
に
つ
い
て

　

人
権
擁
護
委
員
の
う
ち
、
任
期

満
了
と
な
る 
川  
上  
二  
朗 
委
員
の

か
わ 
か
み 

じ 

ろ
う

後
任
と
し
て
、
新
た
に 
名  
越  
洋  
子 

な 

ご
し 
よ
う 

こ

氏
を
委
員
に
推
薦
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。

新
見
市
役
所
支
局
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
、新
見
市
公
共
施
設
等
整

備
基
金
条
例
、平
成　

年
度
新
見
市
一

２５

般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）、新
見
市

養
護
老
人
ホ
ー
ム
和
み
の
郷
か
な
や
の

指
定
管
理
者
の
指
定
な
ど
を
可
決

新見市きらめき広場・哲西条
例等の一部を改正する条例

条例第��号

消費税及び地方消費税の税
率改定に伴う関係条例の整
理に関する条例 

条例第��号

新見市熊谷温泉泉源条例の
一部を改正する条例

条例第��号

新見市保育所条例及び新見
市立幼稚園条例の一部を改
正する条例

条例第��号

条
例
第　

号
��

の「
可
決
」に

条
例
第　

号
��

の「
可
決
」に

条
例
第　

号
��

の「
可
決
」に

条
例
第　

号
��

の「
可
決
」に

議員名

議
席
番
号

○○○○宮本　英基�

○○○○小河　俊文�

○○○○岩田　秀之�

○○○○石田　　實�

○○○○坂東　義生�

○○○○山本　昌次�

○○○○杉本美智子�

○○○○難波　孝一�

○○○○藤澤　正則�

○○○○津島　大孝��

○○○○林　　光和��

○○○○塩飽　満路��

××××橋本　亨子��

○○○○面田　照雄��

○○○○羽場　純三��

○○○○榎　日出男��

○○○○仲田　康豊��

■
新
見
市
大
佐
山
森
林
総
合
施

　

設
�
第
３
キ
ャ
ン
プ
場
等
の
指

　

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

「
有
限
会
社
山
田
産
業
」
を
指

定
管
理
者
に
指
定
す
る
こ
と
を

可
決
し
ま
し
た
。

■
新
見
市
大
佐
山
大
日
高
原
風

　

の
聖
域
施
設
�
大
型
ロ
ッ
ジ
等

　

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

　

て

　

「
株
式
会
社
お
お
さ
ネ
イ
チ
ャ

ー
ク
ラ
ブ
」
を
指
定
管
理
者
に
指

定
す
る
こ
と
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
新
見
市
養
護
老
人
ホ
ー
ム
和

　

み
の
郷
か
な
や
の
指
定
管
理

　

者
の
指
定
に
つ
い
て

  
「
社
会
福
祉
法
人
恩
賜
財
団
済

生
会
支
部
岡
山
県
済
生
会
」
を
指

定
管
理
者
に
指
定
す
る
こ
と
を

可
決
し
ま
し
た
。

■
新
見
市
防
災
公
園
の
指
定
管

　

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

「
新
見
施
設
管
理
セ
ン
タ
ー
有

限
会
社
」
を
指
定
管
理
者
に
指
定

す
る
こ
と
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
新
見
市
役
所
本
庁
舎
耐
震
補

　

強
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

　

つ
い
て

　

「
片
岡
工
業
株
式
会
社
・
伯
備

建
設
株
式
会
社
新
見
市
役
所
本

庁
舎
耐
震
補
強
工
事
特
定
共
同

企
業
体
」と
�
億
� ,
�
�
�
万
円

で
請
負
契
約
を
締
結
す
る
こ
と

を
可
決
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

議
会
事
務
局　

　

�
�
�
�
�
�

 
�
予
算
関
係

 
�
人
事
関
係

 
�
そ
の
他
議
案

 
�
議
案
の
賛 
否
（
賛
否
が
分
か
れ
た
議
案
の
み
）

※「○」は賛成、「×」は反対
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〜
お
医
者
さ
ん
と
話
そ
う
� 
〜

ふ
れ
あ
い
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
は
？

　

地
域
住
民
と
医
療
従
事
者
が
、
仕
事
内
容
や
地
域
医
療
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
、
座
談

会
形
式
で
意
見
交
換
す
る
企
画
で
す
。

　

今
回
は
、「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
坂
根
」の
参
加
者
の
み
な
さ
ん
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
テ
ー
マ

・
医
療
従
事
者
の
仕
事
に
つ
い
て

・
新
見
市
の
医
療
の
現
状
に
つ
い
て

・
自
分
達
に
で
き
る
こ
と

■
出
席
者

● 『 
い
き
い
き
サ
ロ
ン
坂
根 
』
参
加
者

　

の
み
な
さ
ん

★
医
療
従
事
者

　

太
田
医
師
（
太
田
病
院
）

　

名
越
歯
科
医
師
（
名
越
歯
科
）

　

石
田
作
業
療
法
士
（
く
ろ
か
み
）

　

参
加
者
の
み
な
さ
ん
が
日
頃
か
ら

感
じ
て
い
る
こ
と
や
、
普
段
の
生
活

で
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
を
医
師

な
ど
に
直
接
質
問
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　

自
宅
で
行
っ
て
い
る
リ
ハ
ビ
リ
の

質
問
に
対
し
、
作
業
療
法
士
か
ら
は

「
今
の
時
期
は
寒
い
の
で
、
天
候
を
見

な
が
ら
無
理
の
な
い
範
囲
で
行
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
助
言
が
あ
り
、
健
康

な
歯
を
維
持
す
る 
秘  
訣 
に
つ
い
て
は
、

ひ 

け
つ

「
歯
み
が
き
を
し
っ
か
り
し
て
、
繊
維

質
を
摂
る
な
ど
食
生
活
に
気
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
」
と
歯
科
医
師
か
ら
ア

ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、『
自
分
達
に
で
き
る
こ
と
』

と
し
て
、「
病
院
を
受
診
し
た
時
、
何

で
も
相
談
で
き
た
の
で
、
か
か
り
つ

け
の
医
療
機
関
を
持
っ
て
お
く
こ
と

の
大
切
さ
を
感
じ
て
い
る
」、「
家
族

み
ん
な
で
、
予
防
の
た
め
の
マ
ス
ク

を
着
用
す
る
こ
と
や
、
手
洗
い
う
が

い
を
徹
底
し
て
い
る
」
と
い
っ
た
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て

医
師
か
ら
は
、「
診
療
所
で
も
病
院
で

も
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
を
持
っ

て
お
く
と
、
症
状
に
合
わ
せ
て
他
の

医
療
機
関
に
紹
介
し
て
も
ら
う
こ
と

も
で
き
る
の
で
安
心
」
と
い
っ
た
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
医
療
機
関
ま
で
の

交
通
手
段
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換

が
行
わ
れ
、
地
域
医
療
の
現
状
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
地
域
医
療
係

　

�
�
�
�
�
�
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飼
育
マ
ナ
ー
を
守
っ
て　
！！

　

犬
や
猫
に
関
す
る
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ペ
ッ
ト
を
飼
う
と
き
は
…

○
フ
ン
の
後
始
末
は
飼
い
主
の
責
任

道
路
や
公
園
は
、
ペ
ッ
ト
の
ト
イ
レ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。散
歩
時
の
フ
ン
は
、必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

○
犬
の
放
し
飼
い
は
ダ
メ

犬
の
放
し
飼
い
は
、
周
囲
の
人
や
通
行
人
に
と
っ
て

大
迷
惑
で
す
。放
し
飼
い
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
忘
れ
ず
に
！

飼
い
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
法
律
で
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
猫
は
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

「
飼
い
猫
が
家
に
入
っ
て
き
て
困
る
」、「
庭
に
フ
ン
を

し
て
…
」
と
い
う
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

交
通
事
故
な
ど
か
ら
守
る
た
め
に
も
、
猫
は
室
内
で

飼
い
ま
し
ょ
う
。

　

ペ
ッ
ト
は
家
族
の
一
員
で
す
。
家
族
や
地
域
の
人
が

楽
し
く
暮
ら
す
た
め
に
も
、
ペ
ッ
ト
の
飼
育
マ
ナ
ー
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

犬
の
登
録
・
異
動
の
手
続
を

忘
れ
ず
に
！

　

�
月
〜
�
月
に
、
市
内
を
巡
回
し

て
狂
犬
病
予
防
注
射
を
実
施
し
て

お
り
、
�
月
下
旬
に
、
犬
の
登
録
を
し
て
い
る
飼
い
主

へ
案
内
（
日
程
表
）
を
送
付
し
ま
す
。

　

犬
の
登
録
・
異
動
の
手
続
き
が
で
き
て
い
な
い
と
、

案
内
通
知
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
手
続
き
が
ま

だ
の
人
は
、
お
早
め
に
生
活
環
境
課
ま
た
は
各
支
局
で

手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課
環
境
保
全
係　

�
�
�
�
�
�

�
�
��
�
�
�
�
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�
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可燃ごみ組成割合�

46.9％�
�

28.9％�
�

15.9％�
�

4.6％�
�

3.7％�
�

■ 紙・布類�

■ ビニール類�

■ 木・竹・わら類�

■ 生ごみ類�

■ その他�

　

こ
れ
は
、
新
見
市
で
処
理
し
て
い

る
燃
え
る
ご
み
（
可
燃
ご
み
）
の
内

訳
で
、「
紙
・
布
類
」
が
約
半
数
を
占

め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

『
紙
・
布
類
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め

れ
ば
、
可
燃
ご
み
の
量
を
大
き
く
減

ら
す
こ
と
が
で
き
る
』
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�

①
新
聞

　

広
告
（
折
り
込
み

チ
ラ
シ
）
と
一
緒
に
、

ひ
も
で
縛
っ
て
く
だ

さ
い
。

②
雑
誌
・
雑
が
み

　

雑
が
み
に
は
、
菓
子
・
食
品
・

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど
の
空

き
箱
、
ポ
ス
タ
ー
、
包
装
紙
、
紙

袋
、
封
筒
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
雑
誌
に
挟
む
か
紙

製
の
袋
に
入
れ
て
、
ひ
も
で
縛
っ

て
く
だ
さ
い
。

③
ダ
ン
ボ
ー
ル

　

ひ
も
で
縛
っ
て
く

だ
さ
い
。

④
紙
パ
ッ
ク

　

牛
乳
や
ジ
ュ
ー

ス
の
紙
パ
ッ
ク
は
、

開
い
て
洗
い
、
き

ち
ん
と
乾
か
し
て

か
ら
束
ね
て
く
だ

さ
い
。 

　

可
燃
ご
み
と
し
て
出
せ
ば
、
燃
や

さ
れ
灰
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

資
源
ご
み
と
し
て
出
せ
ば
、
リ
サ
イ

ク
ル
さ
れ
、
も
う
一
度
使
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
紙
ご
み
の
発
生
自
体
を

減
ら
す
た
め
、『
過
剰
包
装
は
断
る
』、

『
コ
ピ
ー
用
紙
の
裏
面
を
再
利
用
す

る
』、『
使
用
済
み
封
筒
を
再
利
用
す

る
』
な
ど
、
私
た
ち
の
ち
ょ
っ
と
し

た
心
が
け
で
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、
今
日
か
ら
始
め
ま
し

ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課
環
境
保
全
係

　

�
�
�
�
�
�

�������
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　■問い合わせ先　市民課国保年金係　������

　■問い合わせ先　税務課資産税係　������

　■問い合わせ先　税務課市民税係　������

�����������������������
　軽自動車や原動機付自転車を廃車したり、他人
に譲ったときは、�月�日までに手続きが必要で
す。�月�日以降の手続きの場合、平成��年度の
軽自動車税が課税されます。
　なお、「ナンバ－プレ－トをつけたまま解体業
者に出した」などの理由で、車両は所有していな
いが登録があるものについては、早めに相談して
ください。

■手続き先
①原動機付自転車（���cc以下）、小型特殊自動車
　（農耕作業用）
　税務課市民税係　������
②軽二輪・小型二輪車（���ccを超える）
　中国運輸局岡山運輸支局
　

 （岡山市中区藤原��－�）����－����－����
③軽自動車（三輪、四輪）
　軽自動車検査協会岡山事務所
　（岡山市北区久米���－�）����－���－����

農耕作業用自動車は課税対象です
　農耕作業用自動車を所有している場合、道
路を走行する、しないに関わらず、標識を付
ける必要があります。まだ申告をしていない
人は、税務課、各支局または各市民センター
で標識の交付手続きをしてください。
　なお、市民センターで手続きをした場合、
標識の交付は後日となります。

　国民健康保険の高額療養費の申請をする時には、受診した医療機関の領収書の写しの提出が必

要です。また、確定申告で医療費控除を受けようとする場合、領収書の原本の提出が必要です。

　確定申告および高額療養費の申請をする人は、確定申告に領収書を提出する前に、写しをとって

おくか、市民課国保年金係、各支局または各市民センターで高額療養費の申請をしてください。

��������
　同じ月内の医療費の自己負担額が限度額 （※） を超えた場合、その超えた分が支給されます。医療

費を高額に支払った場合は、申請をしてください。

※自己負担限度額は住民税の課税区分によって異なります。くわしくはお問い合わせください。

�����
��������	
��
　毎年�月�日現在の状況により、公民館や集会所などの土地・家屋にかかる固定資産税の減免を

受けることができます。

■減免の要件

①地域の行事や集会など、地域住民のための使用を目的とするもの

②使用料が無料のもの（実費を除く）

③町内会や自治会の所有、または個人の所有であるが、無償提供を受けているもの

①～③の全てに該当し、新たに減免を受けようとする場合は、納期限の�日前までに申請が必要です。

継続して減免を受ける場合は、申請内容に変更がない限り、申請の必要はありません。

��������	
�����
�

�������
��������	
�����



改定後現行����種　　　別

�,���円�,���円�世帯につき均　等　割一般家庭 
���円���円�人につき人　数　割（5～10人槽）
�,���円�,���円�事業所につき基本使用料事業所 

���円��銭���円水道使用量��当たり従量使用料（5～10人槽）
�,���円�,���円�施設につき基本使用料公共施設 

���円��銭���円水道使用量��当たり従量使用料（5～10人槽）
���円���円�施設につき基本使用料集会施設 

���円��銭���円水道使用量��当たり従量使用料（5～10人槽）
�,���円�,���円�使用者につき基本使用料

11～15人槽
���円��銭���円水道使用量��当たり従量使用料
�,���円�,���円�使用者につき基本使用料

16～20人槽
���円��銭���円水道使用量��当たり従量使用料
�,���円�,���円�使用者につき基本使用料

21～25人槽
���円��銭���円水道使用量��当たり従量使用料
�,���円�,���円�使用者につき基本使用料

26～30人槽
���円��銭���円水道使用量��当たり従量使用料
�,���円�,���円�施設につき基本使用料

31～40人槽
���円��銭���円水道使用量��当たり従量使用料
�,���円�,���円�施設につき基本使用料

41～50人槽
���円��銭���円水道使用量��当たり従量使用料

そ
の
他

�������������
���������	
�

改定後現行����口　　径

�,���円�,���円水道使用量���まで
基本料金

���、���
�,���円�,���円水道使用量���まで���、���
�,���円�,���円水道使用量���まで���以上
���円���円水道使用量���を超え���まで　��につき

超過料金全口径
���円��銭���円水道使用量���を超え���まで　��につき
���円��銭���円水道使用量���を超え� ���まで　��につき

���円���円水道使用量����を超えるもの　��につき

【簡易水道料金】

※基本料金と超過料金の合計額に１円未満の端数があるときは、その端数金額を切り捨てます。

　

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の
税
率
が
、
平
成　

年
�
月
�
日
か
ら
、
現
行
の

��

�
％
か
ら
�
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
上
水
道
料
金
、
簡
易
水
道
料

金
、
下
水
道 （
浄
化
槽
） 使
用
料
に
含
ま
れ
て
い
る
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の

税
率
も
同
様
に
引
き
上
げ
ま
す
。
そ
の
た
め
、 平
成　

年
�
月
使
用
分 （
� 
月
請
求

��

分
） か
ら
、料
金
お
よ
び
使
用
料
を
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
改
定
し
ま
す
。

改定後現行����口　　径

�,���円�,���円水道使用量���まで
基本料金

���、���
�,���円�,���円水道使用量���まで���、���
�,���円�,���円水道使用量���まで���以上
���円���円超過水量��につき超過料金全口径

�
��

�
�
�
�
�
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�
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�
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上水道料金、簡易水道料金および下水道使用料など改定一覧表

（現　行）消費税および地方消費税�％を含んだ単価平成��年�月使用分（�月請求分）まで

（改定後）消費税および地方消費税�％を含んだ単価平成��年�月使用分（�月請求分）から

【上水道料金】

改定後現行����口　　径

���円���円�か月につき���
���円���円�か月につき���
���円���円�か月につき���
���円���円�か月につき���
���円���円�か月につき���
�,���円�,���円�か月につき���
�,���円�,���円�か月につき���
�,���円�,���円�か月につき����

【上水道メーター使用料】

※上水道料金は、基本料金、超過料金および上水道メーター使用料を合計した額となります。

改定後現行����種　　　別

�,���円�,���円�世帯につき均　等　割
一般家庭

���円���円�人につき人　数　割
�,���円�,���円�事業所につき基本使用料

事業所
���円��銭���円水道使用量��当たり従量使用料
�,���円�,���円�施設につき基本使用料

公共施設
���円��銭���円水道使用量��当たり従量使用料

���円���円�施設につき基本使用料
集会施設

���円��銭���円水道使用量��当たり従量使用料
���円���円　 簡易水道の休止届を提出した場合休止

【特定環境保全公共下水道、農業集落排水および小規模集合排水使用料】

※�基本使用料と従量使用料の合計額に１円未満の端数があるときは、その端数金額を切り捨てます。
　�一般家庭の人数割は、毎年４月１日現在の住民基本台帳に記載された人数で算定します。

【浄化槽使用料】

改定後現行����種　　　別

�,���円�,���円水道使用量���まで  基本料金
一般汚水 ���円��銭���円��銭水道使用量���を超え���まで　��当たり

従量料金
���円���円��銭水道使用量���を超えるもの　��当たり
���円���円水道使用量���まで  基本料金

公衆浴場汚水
��円��銭��円水道使用量���を超えるもの  ��当たり従量料金

【公共下水道使用料】 

※基本料金と従量料金の合計額に１円未満の端数があるときは、その端数金額を切り捨てます。 
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　○上水道（口径１３�）を１か月に２５�使用した場合   

※�基本使用料と従量使用料の合計額に１円未満の端数があるときは、その端数金額を切り捨てます。
　�一般家庭の人数割は、毎年４月１日現在の住民基本台帳に記載された人数で算定します。
　� 「その他」は、一般家庭、事業所、公共施設、集会所以外の市長が指定した施設で、従量使用料で算定でき
　　ない場合は、人数割（世帯員１人につき５４０円）を適用し算定します。

改定後����区　分

�,���円水道使用量���まで�,���円水道使用量���まで基本料金
�,���円���円×（���－���）�,���円���円×（���－���）超過料金
���円�か月につき���円�か月につきメーター使用料
�,���円�か月当たり�,���円�か月当たり合　計

【上水道料金】

上水道料金、簡易水道料金および下水道使用料などの計算例

改
定
後
の
月
額
料
金
ま
た
は
月
額
使
用
料
は
、
次
の
計
算
例
の
と
お
り
で
す
。

【簡易水道料金】 
　○簡易水道（口径１３�）を１か月に２５�使用した場合   

　○簡易水道（口径１３�）を１か月に３５�使用した場合   

【公共下水道使用料】

　○一般家庭で上水道を１か月に２５�使用した場合

　○一般家庭で上水道を１か月に３５�使用した場合

【特定環境保全公共下水道、農業集落排水、小規模集合排水および浄化槽使用料】

　○一般家庭の４人世帯が使用した場合

■
問
い
合
わ
せ
先

　

上
水
道
課
管
理
係　

�
�
�
�
�
�

　

下
水
道
課
管
理
係　

�
�
�
�
�
�

改定後����区　分

�,���円水道使用量���まで�,���円水道使用量���まで基本料金
�,���円���円×（���－���）�,���円���円×（���－���）超過料金
�,���円�か月当たり�,���円�か月当たり合　計

改定後����区　分

�,���円水道使用量���まで�,���円水道使用量���まで基本料金
�,���円���円×（���－���）�,���円���円×（���－���）

超過料金
���円���.�円×（���－���）���円���円×（���－���）
�,���円�か月当たり�,���円�か月当たり合　計

改定後����区　分

�,���円水道使用量���まで�,���円水道使用量���まで基本料金
�,���円���.�円×（���－���）�,���円���.�円×（���－���）従量料金
�,���円�か月当たり�,���円�か月当たり合　計

改定後����区　分

�,���円水道使用量���まで�,���円水道使用量���まで基本料金
�,���円���.�円×（��－���）�,���円�����円×（���－���）

従量料金
���円���円×（���－���）���円�����円×（���－���）
�,���円�か月当たり�,���円�か月当たり合　計

改定後����区　分

�,���円�世帯につき�,���円�世帯につき均等割
�,���円���円×�人�,���円���円×�人人数割
�,���円�か月当たり�,���円�か月当たり合　計

　この縦覧は、下水道区域の変更（萬歳分区、哲多

分区の新見処理区への編入）に伴い行うものです。

■縦覧図書の名称

　新見市公共下水道事業計画変更案

　（新見処理区）

■縦覧期間

　�月��日�～�月��日�

　�時��分～��時��分

※ただし、土曜日・日曜日を除きます。

■意見書の提出期限

　�月��日�

■縦覧場所・提出・問い合わせ先

　下水道課工務係（新見市正田���番地��）

　������

�,���円�,���円�使用者につき基本使用料
31～40人槽

���円��銭���円水道使用量��当たり従量使用料
�,���円�,���円�使用者につき基本使用料

41～50人槽
���円��銭���円水道使用量��当たり従量使用料

���円���円　 簡易水道の休止届を提出した場合休止

そ
の
他



�������������
���������	
�

�������������
■売り払い物件

　水槽付消防ポンプ　

　自動車　水Ⅰ－B型

　【初度登録年月】

　平成�年�月

　【自動車検査証有効期限】平成��年�月��日

　【走行距離】��,���.�km

■売り払いの方法

　一般競争入札

■入札方法および条件など

・新見市契約規則の定めにより実施します。

・物件について、市は瑕疵担保責任を負いま せん。

・物件は現状のまま引き渡します。引き渡し後は、

　いかなる事態にも市は一切の責任を負いません。

※その他にも必要な条件がありますので、必ず「入

　札案内書」を請求してください。

■予定価格（最低売り払い価格）

　���,���円

※ただし、車両本体価格のほか、車検期日までの自

　賠責保険とリサイクル費用預託金を含みます。

■入札保証金

　入札金額の�％以上を入札前の受付時に納付し

　てください。

■売買代金の納入

　落札者は、契約締結時に売買代金の��％を契約保

　証金として納入し、契約後��日以内に残金を完納

　してください。

■名義変更手続き

　名義変更手続きに係る手数料は、落札者の負担と

　なります。

■入札日時および場所

　�月��日�　山村開発センター�階小会議室

・受付　�時��分～

・入札　��時～

■入札物件の下見

　�月��日�、��日�　��時～��時

　消防本部警防課へご連絡ください。

■資料請求・問い合わせ先

　【入札について】総務課管財係　������

　【物品について】消防本部警防課　������

■受講資格

・市内で新たに対象となる品目の栽培に取り組むか、

　取り組んで間もない人。

・家庭菜園ではなく販売を目的に取り組む人。

・年間を通じて参加可能で、現地集合できる人。

■参加費　無料

※一部実費が必要な場合があります。

■講師

　栽培農家、ＪＡ阿新営農指導員、新見農業普及指

　導センター職員

■募集期間　�月�日�～�月��日�

■内容

　主に平日午前中、�時間程度行います。日程など

　は実施前にハガキでお知らせします。

��������【場所】哲多町のほ場　

　�月：育苗管理

　�月：定植

　�月：誘引、芽かぎ

　�月：収穫

　��月：片付け、土づくり

��������

　【場所】豊永ピオーネ交流館ぶどう研修ほ場

　�月：苗木植え付け

　�月上旬：花穂整形、誘引

　�月中旬：房づくり

　�月下旬：袋かけ

　�月：間引き、袋かけ

　��月：収穫、出荷調整

　�月：せん定

�������【場所】草間のほ場

　�月：開花期前後の管理

　�月：摘果

　�月：袋かけ

　�月：収穫

　��月：せん定

��������	【場所】神郷高瀬のほ場

　�月中旬：ほ場準備

　�月下旬：苗定植、芽かぎ

　�月：収穫・出荷調整

　�月：収穫・出荷調整

　��月：片付け、施肥

※場所は予定ですので、変更になることがあります。

■申し込み・問い合わせ先

　新見農業普及指導センター　������

　農林課農業振興係　������

�������������������������������������
��������	
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■日時
　２月２６日�～２８日�
　時間はいずれも���～���
■場所
　まなび広場にいみ２階パソコン教室
■内容
　ワープロソフト「ワード」や表計算ソフト「エ

クセル」を使った文書や名簿の作成および印刷
■対象
　パソコンで文字（かな・数字）を入力できる人
■参加費　������円（テキスト代は別途）
■定員　��名（多数の場合は抽選）

■申込方法
　講座名（パソコン講座２月・会の予算決算書を

作ろう）、郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番
号を記入して、電話、ハガキまたはＦＡＸで申し
込んでください。

※まなび広場にいみ受付に申込用紙を用意してい
ますのでご利用ください。

■申込期限　������
■申し込み・問い合わせ先
　〒��������　新見市新見���番地�
　生涯学習課生涯学習係　������　 �����

��
���������	
��

��������	
����
��������	���������	
�����

　日本伝統の礼儀作法を講義や実技により学習する

ことで、日本人が育んできた相手を敬うための心を

育成し、日常生活に役立つ知識や技術を身につけま

す。

■日時　�月��日�　��時��分～��時

■場所　まなび広場にいみ�階学習室

■定員　��名程度（多数の場合は抽選）

■受講料　���円（テキスト代など）

■申込方法

　講座名（市民学習講座�月・和の礼儀作法講座）、

　郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号を記入し

　て、ハガキ、電話またはＦＡＸで申し込んでくだ

　さい。

※まなび広場にいみ受付、市役所総合案内、各支局、

　各市民センター・ふれあいセンターに申込用紙を

　用意していますのでご利用ください。

■申込期限　�月�日�

■申し込み・問い合わせ先

　〒���－����　新見市新見���番地�

　生涯学習課生涯学習係　������　 �����

�����������
��������������

　神秘的な『井倉洞』を巡り、おしゃれなレストラ

ン『カバティーナ』で食事をしながら、出会いを創

出するイベントを企画しました！

　春はもうすぐそこ。素敵な異性を見つけ、充実し

た毎日を過ごしませんか！？

■日時　�月�日�　��時～��時��分

　　　　※��時��分～受付　

■集合場所　憩いとふれあいの公園管理棟�階

　　　　　 　（新見市正田���番地）

■参加条件

　��歳～��歳くらいまでの独身男女（学生不可）

※男性・女性ともに地域制限はありません。

■定員　男女各��名

※応募者多数の場合は抽選になります。

■参加費

　男性：�,���円　女性：女性：��,,������円円

※井倉洞入洞料・食事代含む。※井倉洞入洞料・食事代含む。

■申込期限　�月��日�

■申込先

　『新見であい物語』事務局（有限会社チアーズ）

　〒���-���� 　倉敷市三田��－�　

　����-���-����　 ���-���-����

※右記ＱＲコードから申し込み

　フォームに進むこともできます。

■問い合わせ先

　新見市結婚推進協議会事務局

　（企画政策課政策係内）������



■問い合わせ先　生涯学習課文化振興係　������■問い合わせ先　商工観光課商工観光係　������

�������������
���������	
�

　このコンサートでは、申し込みのあった市民の
人に、世界的な名器「スタインウェイ」を弾いて
いただきます。出演者のみならず、鑑賞されるみ
なさんも、素晴らしい音色と大ホールならではの
音響を楽しんでください。
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■日時（�回公演）

　�月��日�

　��時��分～��時

　��時��分～��時

※どちらも��分前に開場します。

■場所

　まなび広場にいみ大ホール

■上演作品

・創作ダンス「虫・むし・大図鑑」

・歌「季節の行事を歌おう♪」

・歌とダンス

　「ミュージカル・ソング」

・劇「花咲き山」

※にいみ子育てカレッジ交流ひろ

　ば「にこたん」利用の子どもたち

　も出演します。

　幕間には、手遊び・リズム遊び・

　科学遊びがあります。

■入場料　無料

※親子室があります。

■問い合わせ先

　新見公立短期大学幼児教育学科

　������

��������������
��������	
���������	
� ����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

　障がい者を地域で支え合う体制づ

くりを目指して、新見福祉フォーラ

ムを開催します。障がい者福祉に関

わっている人だけでなく、多くの市

民のみなさんも気軽に参加してくだ

さい。

■日時

　�月�日�　��時～��時

■場所

　まなび広場にいみ小ホール

■内容

・わくわくマジックショー

・みんなでうたおう

・講演

　「大笑いゼーションでノーマライ

　ゼーション」

 　講師　落語家　 桂 
かつら

   福   点 さん
ふく てん

■入場料　無料

■問い合わせ先

　福祉課障害者福祉係　������

　ほほえみ広場にいみ　������

��������	
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���������	
�������※�月�日～�月��日まで放送予定　《毎日》 �:��・��:��・��:��・��:��

��������	
���������※�月��日から放送予定 　《毎日》 ��:��・��:��・��:��・��:��

��������	
������������������※�月��日から放送予定　《毎日》 �:��・��:��・��:��

��������	
��
������������　《毎日》 �:��・��:��・��:��

��������	
������　《毎日》 �:��・��:��・��:��

��������	
�������	����　《毎日》 ��:��・��:��・��:��・��:��

��������	
����　《毎日》 ��:��・��:��・��:��

��������	
���������������	��《毎日》 ��:��・��:��・��:��

��������	
����������������　《毎日》 �:��・��:��・��:��

��������	
	�������
	�����������《毎日》 �:��・��:��・��:��

���������	
����������������� 《毎日》 ��:��・��:��・��:��

��������	
������《毎日》 �:��・�:��・�:��・��:��・��:��・��:��・��:��・��:��・��:��

※上記番組放送時間以外は、文字放送（市からのお知らせなど）を放送しています。

■問い合わせ先　企画政策課広報係　������

���

　男女共同参画社会を実現するため、さまざまな取

り組みを行っています。

　今回の講座では、食・農・ごみ・エネルギーに関

する話や、家庭で作れる段ボールコンポストの作成

実演などを通して、エコロジカルな暮らし方を学び

ます。

■日時　�月�日�　��時～��時

■場所　まなび広場にいみ学習室

■講師

　エコウェーブおかやま　 成  田   美  和  子 さん
なり た み わ こ

■受講料　無料

■定員　��名程度(先着順)

■申込方法

　住所、氏名、電話番号を記入して、ハガキ、電話

　またはＦＡＸで申し込んでください。

※市ホームページからも申し込みできます。

■申込期限

　�月�日�（定員になり次第終了)

■申し込み・問い合わせ先

　〒���-����　新見市新見���番地�

　企画政策課広報係　������　 �����

　今も昔も、子どもは地域の宝です。子どもたちが

健やかに育つよう、さまざまな子育て支援が行われ

ています。

　今回は、子どもや親を取り巻く今と昔の環境の変

化を踏まえた子育て支援について、講演会を開催し

ます。

■日時　�月�日�　��時～��時

■場所　総合福祉センター�階大会議室

■講師　新見公立短期大学幼児教育学科　

　　　　助教　 三  好   年  江 さん　
み よし とし え

■対象者　子育てについて関心のある人

■定員　��名程度

■入場料　無料

■申込方法　　

　住所、氏名、電話番号を記入して、電話、ＦＡＸ

　またはメールで申し込んでください。

■申込期限　�月��日�

■申し込み・問い合わせ先

　社会福祉協議会地域福祉推進課

　������　 �����

　メール
　syakyo-honsho-1@ex.city.niimi.okayama.jp

　こども課子育て支援係　������

※この事業は、新見市の委託を受けて社会福祉協議

　会が実施するものです。

��������	
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まちやむらの�あ�れ�こ�れ�

　

を
た
き
、
火
を
囲
ん
で
話
を
し
て
家

　

に
帰
る
と
い
う
地
域
も
あ
り
ま
し

　

た
。

・
節
分
に
ま
く
豆
は
、
旧
年
の
厄
災
を

　

負
っ
て
払
い
捨
て
ら
れ
る
た
め
、
ま

　

い
た
豆
か
ら
芽
が
出
て
は
不
都
合

　

で
あ
る
と
言
わ
れ
、
必
ず
炒
り
豆
を

　

使
用
し
ま
し
た
。

　

「
節
分
」
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
で
は

「
恵
方
巻
き
」
の
こ
と
が
よ
く
話
題
に

な
り
ま
す
。
恵
方
巻
き
の
起
源
は
、
江

戸
時
代
末
期
、
大
阪
の
船
場
で
商
売
繁

盛
の
祈
願
を
す
る
風
習
と
し
て
始
ま

っ
た
も
の
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
正
確
な

起
源
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
こ
の
風
習
は
、

一
時
廃
れ
て
い
ま
し
た
が
、
１
９
７
０

年
代
後
半
に
大
阪
海
苔
問
屋
協
同
組

合
が
イ
ベ
ン
ト
で
復
活
さ
せ
、
関
西
地

方
で
は
一
般
的
な
風
習
と
な
り
ま
し

た
。
２
０
０
３
年
〜
２
０
０
４
年
に
、

全
国
の
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
で
販

売
さ
れ
、
大
き
く
宣
伝
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
節
分
に
恵
方
巻
き
を
食
べ
る
こ
と

が
全
国
的
に
広
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
節
分
は
２
月
３
日
で
す
。
家

庭
や
地
域
の
伝
統
行
事
の
一
つ
と
し

て
、
楽
し
み
、
現
代
に
合
う
形
で
残
し
、

次
の
世
代
に
伝
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

参
考
資
料

　

新
見
市
史
通
史
編
下
巻

　

阿
哲
郡
史
下
巻

　

大
佐
町
史
上
巻

　

哲
多
町
史
民
俗
編

　

言
語
由
来
辞
典

　

し
て
い
ま
し
た
。

・
イ
ワ
シ
の
頭
を
串
や
ヒ
イ
ラ
ギ
の
枝
、

　

豆
が
ら
の
枝
に
刺
し
て
火
で
あ
ぶ

　

り
、
出
入
り
口
に
さ
し
て
、
悪
鬼
の

　

く
る
の
を
防
ぎ
ま
し
た
。

・
子
ど
も
た
ち
は
、
こ
の
日
の
夕
方
、

　

マ
ス
に
入
れ
た
炒
り
豆
を
ま
き
、
そ

　

の
豆
を
年
の
数
だ
け
食
べ
れ
ば
丈

　

夫
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

・
夕
方
、
戸
を
開
け
て
、
炒
っ
た
大
豆

　

を
「
鬼
は
外
、
福
は
内
」
と
言
っ
て

　

ま
き
、
急
い
で
戸
を
閉
め
て
悪
鬼
が

　

入
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。

・
豆
ま
き
の
行
事
の
な
い
地
域
も
あ
り
、

　

豆
ま
き
を
し
な
い
家
で
は
、
炒
っ
た

　

豆
を
一
升
ま
す
に
入
れ
、
神
棚
に
供

　

え
、
そ
の
あ
と
、
年
の
数
だ
け
食
べ

　

ま
し
た
。

・
年
取
り
飯
と
か
年
取
り
イ
ワ
シ
と
言

　

っ
て
、
麦
飯
に
イ
ワ
シ
を
添
え
て
食

　

べ
た
り
、
夕
食
に
小
豆
ご
は
ん
を
食

　

べ
る
と
い
う
風
習
も
あ
り
ま
し
た
。

・
大
人
が
大
豆
殻
を
持
ち
寄
り
、
道
の

　

三
つ
辻
（
ま
た
は
十
字
路
）
で
大
火

「
鬼
は
外　

福
は
内
」

�
�
�
�
��

�
�

　

節
分
は
、
各
季
節
の
変
わ
り
目
、
立

春
、
立
夏
、
立
秋
、
立
冬
の
前
日
の
こ

と
で
す
。
現
在
で
は
、
立
春
の
前
日
だ

け
を
「
節
分
」
と
言
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

立
春
の
前
日
（
節
分
）
は
、
新
暦
の

�
月
�
日
か
�
日
に
な
る
こ
と
が
多

く
、
�
年
の
境
目
と
し
て
、
本
当
の
年

を
取
る
日
と
い
う
考
え
方
は
長
く
残

っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
年
内
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
、
こ
の
日
ま
で

は
許
さ
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

季
節
の
変
わ
り
目
に
は
邪
気
（
鬼
）

が
生
じ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
て
、
魔
除

け
や
厄
除
け
と
し
て
、
市
内
で
も
、
古

く
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
、
家
庭
で
さ

ま
ざ
ま
な
行
事
が
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。

 ��
�
�
�
�
�
�
�
�
�

・
こ
の
日
が
本
当
の
年
取
り
で
あ
り
、

　

必
ず
家
族
全
員
揃
っ
て
年
取
り
を
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言
わ
れ
て
い
ま
す
。
三
室
の
人
々
は
、

農
山
村
交
流
体
験
施
設
「
も
り
の
学

校
」
を
利
用
す
る
人
な
ど
に
、「
こ
の

三
国
山
に
あ
る
ブ
ナ
林(

新
見
癒
し
の

名
勝
遺
産
）
を
保
護
し
、
繁
殖
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
、
高
梁
川
源
流
域
の
山
林

で
は
重
要
な
こ
と
で
あ
る
」
と
伝
え
て

い
ま
す
。

　

自
然
と
共
生
す
る
中
で
、
三
室
の

人
々
は
、「
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
三

室
を
知
っ
て
も
ら
お
う
」
と
、
春
は
石

楠
花
ま
つ
り
、
秋
は
紅
葉
ま
つ
り
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
始
め
た
こ
ろ
は
人
足

も
少
な
く
、
そ
れ
で
も
毎
年
、
毎
年
続

け
て
い
こ
う
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
精
一

杯
地
域
で
三
室
を
盛
り
上
げ
て
き
ま

し
た
。
現
在
で
は
、
市
内
外
か
ら
多
く

の
人
が
こ
の
地
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
、
人
情
あ
ふ
れ
る
人
柄

に
ふ
れ
、
お
い
し
い
空
気
を
体
い
っ
ぱ

い
吸
い
、
心
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
に
、

こ
の
春
三
室
を
探
索
し
て
み
ま
せ
ん

か
?
す
ば
ら
し
い
お
も
て
な
し
が
き

っ
と
あ
り
ま
す
よ
。

※
神
郷
町
史
を
一
部
引
用

に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
氷
は
、

冬
に
池
な
ど
か
ら
切
取
っ
た
も
の
を
、

夏
ま
で
貯
え
て
お
く
た
め
、〈 
氷  
室 
〉

ひ 

む
ろ

と
呼
ぶ
設
備
を
し
た
。
…
日
本
に
歴
が

あ
る
よ
う
に
な
る
と
、
六
月
一
日
（
陰

暦
）
を
〈
氷
の 
朔  
日 
〉
と
呼
び
、
氷
室

つ
い 

た
ち

を
開
い
て
氷
を
群
臣
に
賜
わ
る
〈
氷
の

 
節  
会 
〉
と
い
う
儀
式
が
行
な
わ
れ
た
。

せ
ち 

え

朝
廷
所
属
の
氷
室
は
官
内
省
水
司
が

管
理
し
た
。 …
官
へ
献
上
す
る
氷
を
貯

蔵
す
る
氷
室
を
設
け
た
地
を
、 

御  
室 
と

み 

む
ろ

呼
ん
で
も
不
都
合
で
は
な
い
…
」

　

三
室
は 
石  
楠  
花 
の
自
生
地
で
も
あ

し
ゃ
く 

な 

げ

り
ま
す
。
�
月
の
開
花
時
、
三
室
峡
一

帯
に
群
生
す
る
石
楠
花
は
（
旧
神
郷
町

指
定
天
然
記
念
物
）、
一
大
桃
源
郷
を

呈
す
ほ
ど
見
事
で
す
。
ま
た
、
春
は
ツ

ツ
ジ
・
コ
ブ
シ
、
夏
は
深
緑
、
秋
は
全

山
紅
葉
と
、
年
中
自
然
美
が
楽
し
め
ま

す
。
平
成　

年
度
に
完
成
し
た
三
室
川

��

ダ
ム
に
映
る
春
夏
秋
冬
の
景
色
の
す

ば
ら
し
さ
も
、
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、 

三  
国  
山 
は
、
ブ
ナ
の
木
が
他

さ
ん 

ご
く 

ざ
ん

の
広
葉
樹
な
ど
と
共
に
林
を
形
成
し

て
お
り
、
市
内
で
は
唯
一
と
言
っ
て
も

い
い
ぐ
ら
い
貴
重
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ブ
ナ
は
保
水
性
が
高
い
木
で
あ
る
と

　

三
室
は
、
新
見
市
神
郷
油
野
の
雪
深

き
山
里
に
あ
り
、
由
緒
あ
る
地
で
す
。

　

神
郷
町
史
の
な
か
で
、「
三
室
」
の

地
名
の
由
来
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ

て
い
ま
す
。

「<

日
本
書
紀>

の
仁
徳
天
皇
六
十
二
年

の
条
に
、
大
和
闘
鶏(

つ
げ)

の
氷
室
の

こ
と
が
見
え
て
い
る
が
、
こ
の
年
か
ら

後
、
毎
年
氷
を
禁
中
に
献
上
す
る
よ
う

高
梁
川
の
源
流
域 
��
���
��
�

み 

む
ろ

�
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�
�
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【
新
見
市
報
道
委
員
】 

（
敬
称
略
）

　
　

定
岡　

豊
秋（
西
方
）

　
　

妹
尾
ふ
み
子（
哲
多
町
宮
河
内
）

　
　

角
川　

宣
行（
新
見
）

　
　

杉　
　

秀
樹（
草
間
）

　
　

福
吉
さ
ち
子（
大
佐
田
治
部
）

　
　

上
田　

長
美（
神
郷
油
野
）

　
　

木
村
貴
美
子（
哲
多
町
本
郷
）

　
　

難
波　

美
帆（
哲
西
町
矢
田
）

　
　

難
波　

孝
一

　
　
 

（
総
務
産
建
常
任
委
員
会
委
員
長
）

　
　

宮
�　

忠
司（
企
画
政
策
課
長
）

ちょっと�
ひといき�
Have a break.

（
高
梁
川
水
系
西
川
支
川
三
室
川
）

三室川ダムの湖面に映る冬景色



�������������
���������	
���

　

今
、
我
が
家
に
は
、
�
歳
男
、

�
歳
女
、
�
歳
男
の
�
人
の
孫
が

い
ま
す
。

　

�
歳
の
孫
は
、
硬
筆
塾
に
週
�

回
通
っ
て
い
ま
す
。
お
友
達
の
影

響
で
、
自
分
か
ら
行
き
た
い
と
言

っ
た
そ
う
で
す
。
あ
る
日
、
テ
レ

ビ
番
組
の
英
語
遊
び
を
�
人
楽
し

そ
う
に
見
て
い
ま
し
た
。
番
組
が

終
わ
っ
た
時
、
私
が
「
英
語
を
習

っ
た
ら
も
っ
と
楽
し
い
と
思
う

よ
」
と
言
う
と
、
�
歳
の
孫
は

「
硬
筆
が
終
わ
っ
た
ら
行
っ
て
も

い
い
け
ど
」
と
答
え
ま
し
た
。「
な

ぜ
二
つ
は
で
き
な
い
の
」
と
尋
ね

る
と
、「
二
つ
は
無
理
じ
ゃ
あ
、
だ

っ
て
遊
ぶ
時
間
が
な
く
な
る
も

ん
」
見
事
な
即
答
で
し
た
。

　

都
会
で
は
、
小
学
校
入
学
前
か

ら
狭
き
門
へ
ま
っ
し
ぐ
ら
な
道
が

待
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
影
響
が
子

ど
も
の
か
ら
だ
と
心
を
歪
ま
せ
、

今
、
子
ど
も
の
成
人
病
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
恵
ま

れ
た
自
然
、
田
ん
ぼ
の
中
を
思
い

っ
切
り
走
り
遊
ば
せ
た
い
と
い
う

の
が
、
両
親
の
願
い
だ
と
思
い
ま

す
。

　

�
人
の
孫
の
瞳
は
か
が
や
い
て
、

い
つ
も
私
を
和
ま
せ
て
く
れ
て
い

ま
す
。
し
っ
か
り
と
自
分
の
感
性

で
反
応
し
て
き
ま
す
。
孫
た
ち
の

豊
か
な
個
性
に
感
動
す
る
毎
日
。

ば
ー
ば
の
立
場
で
見
守
り
、
手
助

け
も
し
な
が
ら
、
成
長
を
楽
し
み

た
い
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。
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 妹尾 
せ の お

  千  子   さん �

ち こ

哲多町宮河内
農業

�
�
�
�
�

新
見
公
立
大
学 

看
護
学
部
1
年

  
木
下 

き

の

し

た　
 
祐 
希
   

さ
ん　

ゆ 

き

（
出
身

　

（
出
身 ‥‥

岡
山
市
北
区

岡
山
市
北
区
））

��������������������	���

づ
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通
���

 植  月   三  保 子   さん�

うえ つき み ほ こ

大阪府堺市東区（出身：新見）

助産師

く
さ
ん
残
っ
て

い
て
、　

数
年
前
に
戻
っ
た
よ

��

う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
同

窓
会
。
懐
か
し
い
顔
、
顔
、
顔
。
昔
話
に

花
を
咲
か
せ
、
時
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

て
い
き
ま
し
た
。

　

大
阪
に
も
多
く
の
同
級
生
が
い
ま
す
。
今
で

は
、
年
に
数
回
集
ま
っ
て
旧
交
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

同
窓
会
名
簿
の
作
成
が
き
っ
か
け
で
、
住
所
が

分
か
ら
な
か
っ
た
私
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た
人
、

お
世
話
し
て
く
だ
さ
る
新
見
在
住
の
人
々
に
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
　

歳
で
離
れ
た
土
地
で
す
が
、
私
に
と
っ
て
の

��
故
郷
は
や
は
り
新
見
な
の
で
す
。

和　

年
�
月
、
新
見
第
一
中
学
校
の
卒
業
式

��
を
終
え
て
す
ぐ
、
就
職
の
た
め
、
大
阪
行
き

の
汽
車
に
乗
り
ま
し
た
。
そ
し
て　

年
後
、
助
産

��

師
の
資
格
を
取
り
、
現
在
も
助
産
師
と
し
て
働
い

て
い
ま
す
。

　

私
が
大
阪
に
来
て
間
も
な
く
、
両
親
が
新
見
を

離
れ
た
た
め
、
新
見
に
帰
る
こ
と
も
な
く
月
日
は

過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。
平
成　

年
の
あ
る
日
、
�

��

本
の
電
話
。
そ
れ
は
、
懐
か
し
い
同
級
生
か
ら
の

も
の
で
し
た
。
還
暦
前
の
同
窓
会
の
知
ら
せ
に
、

嬉
し
く
て
す
ぐ
出
席
の
返
事
を
し
、
そ
の
日
が
来

る
の
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

同
窓
会
当
日
、
早
め
に
新
見
に
着
い
た
私
は
、

ま
ち
を
歩
き
回
り
ま
し
た
。
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
し
た
が
、
あ
の
頃
の
ま
ま
の
と
こ
ろ
も
た

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
さ
ん

�
�
��

�
�
��

�
�
�
�
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　まなび広場にいみ大ホールで、演奏技術の向上

と吹奏楽の幅広い普及を目指して、「第�回新見

吹奏楽祭」が開催されました。

　まず、新見第一中学校吹奏楽部、新見高校吹奏

楽部、新見ウィンドアンサンブルがそれぞれ演奏

し、最後は�団体による合同演奏が行われまし

た。アンコールに応えた演奏では、観客も合唱で

参加し、会場がひとつになりました。

������

��������	
��������

��／��

　まなび広場にいみで、「新見市成人式」が行わ

れ、振り袖やスーツに身を包んだ新成人���人が

参加しました。

　式典では、石垣市長をはじめ、来賓のみなさん

から激励の言葉が贈られ、新成人代表の 山  田  大  輝 
やま だ たい き

さんが誓いの言葉を述べました。その後、懇親会

が行われ、新成人たちは写真を撮ったり、話に花

を咲かせていました。

������

����������	

������

�／�

　まなび広場にいみ小ホールで、「男女共同参画

社会づくりフォーラム」が開催され、「共同参画で

四角じゃない丸い社会」と題して、落語家の

 笑福亭 
し ょ う ふ く て い

 松  枝 さんによる講演会が行われました。　
しょう し

　松枝さんは、落語を交え、笑いを誘いながら「男

性も女性も、仕事や家庭、地域生活などに自らの

意志で参加し、男女がともに夢や希望を実現する

ことが大切である」 と話されました。

��������	
�����

��������	
�����

�／��

　音楽を通して地域の活性化を図ろうと、きらめ

き広場・哲西文化ホールで、「第��回きらめきクリ

スマスコンサート」が開催されました。

　哲西公民館を拠点に市内で活動している音楽愛

好者ら�組が参加し、オリジナル曲やクリスマス

ソングなどを披露しました。

　来場者は声援や拍手を送りながら、出演者と一

緒にステージを盛り上げていました。

����������	
��
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　保健福祉センター（金谷）で、小児科医や新見

消防署の救急救命士を講師に招き、「新見市食育

推進支援事業職員研修会」が開催されました。

　研修会には、市内の認定こども園や小学校、中

学校の教職員などが参加しました。参加者は、ア

レルギー疾患を持つ子どもが年々増加傾向にある

ことから、子どもの健やかな発育・発達を支援す

るため、アレルギーへの対応や知識を学びました。

��������	
��

��������	
�������

�／��

　総合福祉センターで、新見にこにこクラブが節

分行事を体験しました。

　小さい子どもも掴みやすいことから、この日

は、豆の代わりに丸めた新聞紙とボールを使いま

した。�人のお母さん 扮 する、赤鬼と青鬼が会場
ふん

に姿を現すと、子どもたちは泣き出したり、お母

さんに抱きついていました。中には、鬼に向かっ

てボールを思いっ切り投げる子どももいました。

����������	
���

���������
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�／��

　まなび広場にいみ小ホールとギャラリー�で、

「水墨画  杉  井  如  月 展」が開催されています。
すぎ い にょ げつ

　これは、市内で活躍している作家を紹介する展

覧会で、会場には、杉井氏が半世紀にわたって描

いた作品が、所狭しと並べられています。来場者

は、その数の多さに驚き、墨の濃淡と筆の動きに

よって描かれた迫力のある作品に見入っていまし

た。

�����

　まなび広場にいみ小ホールで、「こころの健康

づくり講演会」が開催され、「あーよかったな あな

たがいて～��秒の愛をすべての人へ～」と題して、

教育サポーターの 仲  島  正  教 さんによる講演会が行
なか じま まさ のり

われました。

　仲島さんは、「今日家に帰ったら、子どもや親、

パートナーに、『あなたがいてよかった』と言って

みよう」と来場者に伝えました。

���������	
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��������	

�／��
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���������	
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�
�
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��

��

　

食
事
の
種
類
を
問
わ
ず
、
生

涯
を
通
じ
て
自
分
の
歯
で
噛
む

た
め
に
は
、
最
低　

本
の
歯
が

２０

必
要
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、「
生
涯
、
自
分
の
歯

で
食
べ
る
楽
し
み
を
味
わ
え
る

よ
う
に
」
と
の
願
い
を
込
め
て
、

「 
８
０
２
０ 
運
動
」
が
始
ま
り
ま

は
ち
ま
る
に
い
ま
る

し
た
。

　

�
�
�
�
達
成
に
は
、
歯
周

病
と
む
し
歯
の
予
防
が
大
切
で

す
！

　

歯
を
失
う
原
因
の
ほ
と
ん
ど

が
歯
周
病
と
む
し
歯
で
す
。
む

し
歯
は
ど
の
年
齢
で
も
多
く
、

歯
周
病
は
年
齢
と
と
も
に
割
合

が
増
え
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�

ポ
イ
ン
ト
①

歯
垢
の
残
り
や
す
い
と
こ
ろ
は

丁
寧
に
み
が
き
ま
し
ょ
う
。

・
む
し
歯
や
歯
周
病
の
原
因
と

　

な
る
歯
垢
が
残
り
や
す
い
の

　

は
、
歯
と
歯
の
間
や
歯
と
歯

　

ぐ
き
の
境
目
、
奧
歯
の
噛
み

　

合
う
面
で
す
。

・
寝
る
前
に
は
、
デ
ン
タ
ル
フ

　

ロ
ス
や
歯
間
ブ
ラ
シ
を
利
用

　

し
て
、
歯
ブ
ラ
シ
が
届
か
な

　

い
歯
と
歯
の
間
の
歯
垢
も
除

　

去
し
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
②

か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
院
を
持

ち
、
定
期
的
に
歯
科
検
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

・
定
期
的
に
歯
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

　

ケ
ア
の
方
法
を
知
り
ま
し
ょ

　

う
。
ま
た
、
歯
石
除
去
や
フ

　

ッ
素
塗
布
を
し
て
も
ら
う
こ

　

と
も
大
切
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
③

生
活
習
慣
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

・
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
で

　

唾
液
の
分
泌
が
盛
ん
に
な
り
、

　

消
化
を
助
け
る
だ
け
で
な
く
、

　

口
腔
内
を
洗
浄
し
た
り
、
酸

　

性
に
な
っ
た
口
の
中
を
中
性

　

に
戻
し
ま
す
。
ま
た
、
噛
む

　

こ
と
は
肥
満
防
止
や
脳
の
活

　

性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

・
甘
い
物
を
控
え
た
り
、
だ
ら

　

だ
ら
食
い
を
し
な
い
こ
と
で
、

　

む
し
歯
に
な
り
に
く
く
な
り

　

ま
す
。

・ 
禁
煙
や
減
煙
す
る
こ
と
で
、

　

歯
周
病
に
な
り
に
く
く
な
り

　

ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
自
分
の
歯
で
お

い
し
い
も
の
を
食
べ
、
笑
顔
で

い
る
た
め
に
、
�
�
�
�
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

健
康
づ
く
り
課
健
康
づ
く
り

　

係

　

�
�
�
�
�
�

歯を失う理由�平成１７年（財）８０２０推進財団調査�

う触（むし歯）�

32.4％�

�

歯周病�

41.8％�

�

破折�

11.4％�

�

その他�

12.6％�

�

矯正�

1.2％�

�

無回答 0.1％�

�無効 0.6％�

�

噛み合わせ�

歯と歯の間�

歯と歯肉の境目�

　

平
成　

年　

月　

日
�
、健

��

��

��

康
づ
く
り
推
進
大
会
を
開
催

し
、
�
�
�
�
達
成
者
（　
��

歳
で　

本
以
上
の
歯
を
保
っ

��

て
い
る
人
）の
表
彰
を
行
い
ま

し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

表
彰
さ
れ
た
み
な
さ
ん
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

 
柴  
田 　
　
 

晃 
（
高
尾
）　
　

歳

し
ば 

た 

あ
き
ら

��

 
妹  
藤 　
 

艶  
子 
（
新
見
）　
　

歳

せ 

と
う 

つ
や 

こ

��

 
宮  
谷 　
 

繁  
夫 
（
新
見
）　
　

歳

み
や 
た
に 

し
げ 

お

��

 
小  
川  
加  
根  
代 

お 

が
わ 

か 

ね 

よ

　
　
 

（
哲
多
町
本
郷
）　
　

歳
��

 
田  
崎 　
 

敏  
夫 
（
新
見
）　
　

歳

た 

ざ
き 

と
し 

お

��

 
榎  
本 　
 

玉  
惠 

え
の 
も
と 

た
ま 

え

　
　
 

（
哲
西
町
畑
木
）　
　

歳
��

 
金  
田 　
 

文  
子 
（
高
尾
）　
　

歳

か
ね 

だ 

ふ
み 

こ

��

 
林  　
 

光  
子  
（
新
見
）　
　

歳

は
や
し 

み
つ 

こ

��

 
佐  
田 　
 

綾  
子 
（
高
尾
）　
　

歳

さ 

だ 

あ
や 

こ

��

 
山  
田  
喜  
代  
三 
（
新
見
）　
　

歳

や
ま 

だ 

き 

よ 

ぞ
う

��

 
荒  
木 　
 

章  
夫 
（
高
尾
）　
　

歳

あ
ら 

き 

あ
き 

お

��
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■問い合わせ先　市民課地域医療係  （������）

高尾高西町・介護老人保健施設
「くろかみ」内

����������������������
���������������������� ��������	

����������	


新見市休日・準夜間診療所（������）
診 療 日：月～金曜日　　診療時間：��：��～��：��
休 診 日：毎週土曜日、 日曜日 、 祝日 
診療科目：内科、小児科

����

�月�日（日）

新見市　新見中央病院 ������

庄原市　東城病院 �����������

真庭市　近藤病院（内･外） ����������

真庭市　石賀医院（内） ����������

真庭市　イケヤ医院（内） ����������

�月�日（日）

新見市　太田病院 ������

庄原市　こぶしの里病院 �����������

真庭市　湯原温泉病院（内･外） ����������

真庭市　牧原医院（外） ����������

�月��日（火）

新見市　長谷川紀念病院 ������

庄原市　日伝医院 �����������

真庭市　金田病院（内･外） ����������

真庭市　岸本医院（外） ����������

�月��日（日）

新見市　渡辺病院 ������

庄原市　東城病院 �����������

真庭市　勝山病院（内･外） ����������

真庭市　河本医院（内） ����������

真庭市　宮島医院（内） ����������

�月��日（日）

新見市　長谷川紀念病院 ������

庄原市　細川医院 �����������

真庭市　落合病院（内） ����������

真庭市　金田病院（外） ����������

真庭市　遠藤クリニック（外） ����������

�月�日（日）

新見市　新見中央病院 ������

庄原市　こぶしの里病院 �����������

真庭市　近藤病院（内･外） ����������

真庭市　杉江医院（内･外） ����������

高尾高西町・介護老人保健施設「くろかみ」内
新見市休日・準夜間診療所（������）

新見水舟・市役所前
新見市休日歯科診療所（������）
※受付時間　�：��～��：��　

��

��

����������������������
���������������������� ��������	
��

���������	��
������
��������	
��

���������	


���������

平成��年��・��月生��：��～��：��水�月��日

���������	
�

���������	

���������

平成��年�生��：��～��：��火�月��日

��������

���������

平成��年�月生��：��～��：��火�月��日

※会場は、保健福祉センター（金谷）です。
※各乳幼児健診については、対象者の保護者あてに

別途ご案内します。  

��
����
����

　子どもの夜間の急な発熱、けいれんな
どの症状について、当番の小児科医また
は看護師などが電話で相談に応じるとと
もに、受診などについて適切なアドバイ
スを行います。

■電話番号　����� または�������������
　　　　　　（＃����については、携帯電話およびプッ 
                     シュ回線固定電話のみご利用できます。）
■相談日時　�平日：��：��～��：��  

�土曜日、日曜日、祝日および��月��日 ～
　　　　　　　翌年�月�日： ��：��～��：��
■対 象 者　県内にお住まいのおおむね��歳以下の子 
　　　　　　どもおよびその保護者

����������

���������

平成��年�～�月生��：��～��：��火�月�日

対象者 ５～８か月の乳児をもつ保護者 
内　容 ①離乳食のすすめ方　 
 　講話、離乳食の実演、試食 
 ②講話「元気がでる子育て」
 ③育児相談、離乳食相談など 
持参するもの
　母子手帳、筆記用具、子ども用のスプーンとお茶、

バスタオル

���������	


���������

平成��年�月生��：��～��：��水�月�日

■問い合わせ先　市民課地域医療係　������

※２月の健診を３月にあわせて行います。 

���������������������������������
����������������������

���������

平成��年�月生��：��～��：��木�月��日

■問い合わせ先
　健康づくり課親子保健係　������

����
�����

　現在、松尾医院では、「高齢者肺炎
球菌ワクチン」のみ接種が可能です。
　接種を希望する人は、医院に必ず
予約をしてください。
■問い合わせ先
　健康づくり課親子保健係������
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平
成　

年
度
中
の
土
曜
日
・

��

日
曜
日
・
祝
日
に
、
各
種
大
会

な
ど
で
体
育
施
設
の
使
用
を
希

望
す
る
団
体
を
対
象
に
、
日
程

調
整
の
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

○
対
象
施
設

憩
い
と
ふ
れ
あ
い
の
公
園

 （
新
見
ピ
オ
ー
ネ
球
場
、
多

目
的
広
場
） 、
ま
ん
さ
く
運

動
公
園 （
陸
上
競
技
場
兼
野

球
場
） 、
哲
多
野
球
場
、
哲

多
農
村
広
場

■
日
時

　

�
月
�
日
�　
　

時　

分
〜

��

��

■
場
所　

新
見
市
民
体
育
館

○
対
象
施
設

　

防
災
公
園
（
陸
上
競
技
場
・

　
 

サ
ッ 
カ 
ー 
場
、 多
目
的
広
場
）

■
日
時

　

�
月　

日
�　
　

時　

分
〜

��

��

��

■
場
所　

防
災
公
園

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　

�
�
�
�
�
�

　
 

就
職
を
希
望
す
る
障
が
い

者
や
障
が
い
者
の
雇
用
を
予
定

し
て
い
る
企
業
が
参
加
し
て
、

就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　

�
月　

日
�

��

　
　

時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

��

※
受
付　

時
〜

��

■
場
所

　

ほ
ほ
え
み
広
場
に
い
み
お
よ

　

び
朋
友
館

　
 （

新
見
市
高
尾
�
�
�
�
番

　

地　

）
��

■
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

　

�
�
�
�
�
�

　

新
見
市
と
そ
の
周
辺
に
在
住

す
る
外
国
人
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
を
通
し
て
友
好
を
深
め
る

た
め
に
、
『
国
際
交
流
ふ
れ
あ

い
デ
イ
』
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　

�
月　

日
�

��

　

�
時　

分
〜　

時
頃

��

��

■
場
所

　

憩
い
と
ふ
れ
あ
い
の
公
園
多

　

目
的
広
場

※
雨
天
の
場
合
は
、
屋
内
ゲ
ー

　

ト
ボ
ー
ル
場

■
参
加
費　

無
料

■
対
象

　

国
際
交
流
に
関
心
が
あ
り
、

　

小
学
生
以
上
で
、
�
人
で
コ

　

ー
ス
を
回
れ
る
人

■
申
込
期
限　

�
月　

日
�

��

■
定
員

　

先
着
�
�
�
名
（
外
国
人
を

　

含
む
）

※
道
具
を
持
参
す
る
場
合
は
、

　

申
し
込
み
の
時
に
申
し
出
て

　

く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
市
国
際
交
流
協
会
事
務

　

局
（
総
務
課
内
）

　

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

　

高
梁
川
流
域
連
盟
は
、
高
梁

川
流
域
の
自
治
体
�
市
�
町
の

自
治
体
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
連

盟
で
す
。
昭
和　

年
の
設
立
以

��

後
、
毎
年
、
機
関
誌
『
高
梁

川
』
を
発
行
し
、
高
梁
川
流
域

に
関
す
る
研
究
、
ニ
ュ
ー
ス
、

詩
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　

取
り
扱
い
書
店
や
バ
ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
の
販
売
な
ど
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
内
容

特
集
「
高
梁
川
流
域
の
自

然
」
な
ど

■
価
格　

� ,
�
�
�
円

■
問
い
合
わ
せ
先

　

高
梁
川
流
域
連
盟
事
務
局

（
倉
敷
市
教
育
委
員
会
生
涯
学

　

習
課
内
）

　

�
�
�
�－

�
�
�－

�
�
�
�

　

防
衛
省
で
は
、
平
成　

年
度

��

一
般
幹
部
候
補
生
・
予
備
自
衛

官
補
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
一
般
幹
部
候
補
生：

入
隊
後

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

�
年
で
幹
部
自
衛
官
と
し
て

　

勤
務
す
る
コ
ー
ス

○
受
験
資
格

　
　

歳
以
上　

歳
未
満
の
人

��

��

※　

歳
未
満
の
人
は
大
卒
（
見

��

　

込
み
含
む
）

○
受
付
期
間

　

�
月　

日
�
ま
で

��

○
試
験
日　

�
月　

日
�

��

※
飛
行
要
員
に
つ
い
て
は
、
�

　

月　

日
�
、 
　

日
�
の
�
日
間

��

��

■
予
備
自
衛
官
補：

余
暇
を
利

　

用
し
て
訓
練
に
参
加
し
、
予

　

備
自
衛
官
に
な
る
コ
ー
ス

○
受
験
資
格

・
一
般

　
　

歳
以
上　

歳
未
満
の
人

��

��

・
技
能

　
　

歳
以
上
で
国
家
資
格
な
ど

��

　

を
保
有
す
る
人

※
資
格
に
よ
り　

歳
未
満

��

○
受
付
期
間

　

�
月
�
日
�
ま
で

○
試
験
日

　

�
月　

日
�
〜　

日
�
ま
で

��

��

　

の
い
ず
れ
か
�
日
を
指
定

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
高
梁
地
域
事
務
所

　

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

h
ttp

://w
w
w
.m

o
d
.g
o
.jp

/p
co

/o
k
a
y
a
m
a
/

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
���

�
	



��

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	





�����������������������	
�

％
へ
引
き
上
げ
る
見
通
し
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

協
会
け
ん
ぽ
岡
山
支
部

　

�
�
�
�－

�
�
�－

�
�
�
�

h
ttp

://w
w
w
.k
y
o
u
k
a
ik

e
n
p
o
.o
r.jp

/

　

�
�
�
�
年
�
月
�
日
、
伊

豆
の
下
田
に
お
い
て
「
日
魯
通

好
条
約
」
が
調
印
さ
れ
、
平
和

　
 「

国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、

高
校
、
短
大
、
大
学
、
専
修
学

校
な
ど
へ
の
入
学
時
・
在
学
中

に
か
か
る
費
用
を
対
象
と
し
た
、

公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

■
融
資
額

　

学
生
・
生
徒
�
人
あ
た
り

　

�
�
�
万
円
以
内

■
利
率　

年
� 
・ 　

％
��

※
母
子
家
庭
、
ま
た
は
世
帯
年

　

収
が
�
�
�
万
円 （
所
得
が

　

�
�
�
万
円
） 
以
内
の
人
は
、

　

� 
・ 　

％
��

 
（ 
平
成　

年　

月　

日
現
在 
） 

��

��

��

■
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
教
育
ロ

　

ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
 
�
�
�
�
�－

�
�
�
�
�
�

　
 （

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
 
�
�
�－

�
�
�
�－

�
�
�
�

　

積
雪
に
よ
る
倒
木
な
ど
が
原

因
で
切
れ
た
電
線
や
垂
れ
下
が

っ
た
電
線
は
、
感
電
の
恐
れ
が

あ
り
大
変
危
険
で
す
。

　

絶
対
に
、
近
づ
い
た
り
、
触

れ
た
り
せ
ず
に
、
す
ぐ
に
中
国

電
力
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

中
国
電
力
株
式
会
社
岡
山
カ

　

ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー

　

�
�
�
�
�－

�
�
�－

�
�
�

　

協
会
け
ん
ぽ
は
、
中
小
企
業

な
ど
で
働
く
従
業
員
と
そ
の
家

族
が
加
入
す
る
健
康
保
険
で
す
。

　

平
成　

年
�
月
分 （
�
月
納

��

付
分
） か
ら
、 健
康
保
険
料
率
は

　
 
・ 　

％
に
据
置
き
、
介
護
保

��

��

険
料
率
は
� 
・ 　

％
を
� 
・　

��

��

�����������

裏
に
日
本
と
ロ
シ
ア
と
の
間
の

国
境
が
画
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
事
実
こ
そ
、
我
が
国
が
、 
歯 

は
ぼ

 
舞  
群  
島 
、 
色  
丹  
島 
、 
国  
後  
島 
お

ま
い 
ぐ
ん 
と
う 

し
こ 
た
ん 
と
う 

く
な 
し
り 
と
う

よ
び 
択  
捉  
島 
の
北
方
四
島
の
返

え
と 
ろ
ふ 
と
う

還
を
求
め
る
重
要
な
根
拠
な
の

で
す
。

　

北
方
四
島
の
返
還
を
求
め
て
、

�
月
�
日
の
「
北
方
領
土
の

日
」
を
中
心
に
各
地
で
さ
ま
ざ

ま
な
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
県

内
で
も
、
�
月
�
日
�
に
岡
山

県
総
合
福
祉
会
館
（
岡
山
市
）

で
「
北
方
領
土
返
還
要
求
岡
山

県
民
大
会
」
が
、
�
月
�
日
�

か
ら　

日
�
ま
で
岡
山
国
際
交

��

流
セ
ン
タ
ー 
�
階
ロ
ビ
ー
で

   「 
北
方
領
土
パ
ネ
ル
展 
」 
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

北
方
領
土
の
早
期
返
還
実
現

に
向
け
て
、
み
な
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
北
方
領
土
返
還
要
求

運
動
県
民
会
議
事
務
局
（
県

総
合
政
策
局
公
聴
広
報
課

内
）

　

�
�
�
�－

�
�
�－

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
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�
�
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�
�
�
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��月�日�　��：��～　子ども映画会（哲西）

��月��日�　��：��～　こどもお楽しみ会（新見）

　　　　　　　��：��～　こども映画会（新見）

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
ｈｔｔｐ：//ｌｉｂ．ｃｉｔｙ．ｎｉｉｍｉ．ｏｋａｙａｍａ．ｊｐ/ｉｎｄｅｘ．ｈｔｍ

�
�
�

�
��

�
�
�

�
�
�
�

◇新見図書館・哲西図書館・おおさ総合センター・神郷生涯学習センター・哲多総
合センター・学術交流センター図書館で借りた図書などは、この�施設のどこ
でも返却できます。  ただし、この�施設が所蔵する図書などに限ります。

休館日�■■�����
新見市新見��� 番地� （������  ���������）
（開館時間��：��～��：��　日・祝…��：��～��：��）

休館日�■■���������	
����
新見市大佐小阪部����番地� （������  ���������）
（開館時間�：��～��：��　土・日・祝…�：��～��：��）

休館日�■■��������	
��
�

新見市神郷下神代����番地 （������  ���������）
（開館時間��：��～��：��）

休館日�■■�����
新見市哲西町矢田����番地 （������  ���������）
（開館時間�：��～��：��）

休館日�■■��������	
����
新見市哲多町本郷���番地� （������  ���������）
（開館時間�：��～��：��）

休館日�■■��������	
�
新見市西方���� 番地� （������  ���������）
������������	
��		�	���������	
������������	
�

�
月
の
休
館
日 �

���

土金木水火月日

�

�������

�������������

��������������

������������

�������

���������	


　日本神話から源平、戦国、幕末
維新、そして現在まで、歴史人物
を中心に、全国各地に立つ銅像
を一挙紹介する銅像ビジュアル
ガイド。銅像の造り方や、世界の
銅像も紹介。

『ゆきのうえゆきのした』
ケイト・メスナー／文　福音館書店　����年

　意地悪トリオの計略にはまって
「特技発表会」に出演することに
なった雄馬は、大弱り。そこで、
さえない若手落語家に弟子入りし
たが、このにわか師匠が頼りにな
らず、ジタバタするうちに期日は
どんどんせまってきて…。

『去年の冬、きみと別れ』
 中  村 　 文  則 ／著　幻冬舎　����年
なか むら ふみ のり

『がむしゃら落語』
 赤  羽 　じゅんこ／作　福音館書店　����年
あか はね

　雪のうえは、しんとしずまっ
てまっ白。でも雪の下には、ま
ったく別の秘密の世界があって、
いろいろな生き物たちが、寒さ
や危険から、身を守りながら暮
らしている。雪の下で、冬をす
ごす生き物たちを描いた絵本。

『日本の銅像完全名鑑』
かみゆ歴史編集部／編　廣済堂出版　����年

　ライターの「僕」は、�人の女性
を殺した容疑で逮捕され、死刑判決
を受けた被告の面会に行く。調べを
進めるほど、事件の異様さにのみ込
まれて行く「僕」。それぞれの狂気
が暴走し、真相は迷宮入りするかに
思われたが…。

■臨時休館のお知らせ
・神郷　蔵書点検のため、�月��日�、��日�は休館します。
・哲西　蔵書点検のため、�月�日�～�日�は休館します。
・学術　入試のため、�月�日�、�日�、��日�、��日�は 
　　　  休館します。

�
��



�����������������������	
�

��������������	
い ふう らい

新見市法曽���番地（������）

開館時間��：��～��：��
休 館 日�月曜日・火曜日
　　　　　 （ただし、�/���は開館）

�����

●常設展示観覧料
　一般…���円（���円）　高校生…���円（���円）
　（　）内は��人以上の団体料金

※中学生以下は入館無料

�����
新見市西方���番地（������）
開館時間��：��～��：��（入館は��：��まで）
休 館 日��/��、���、���～���

 東 　 逸  子 「銀河鉄道の夜」　����年　くもん出版
あずま いつ こ

〈企画展〉

●観覧料
　一　般…���（���）円　中高生…���（���）円
　小学生…���（���）円
　（　）内は��人以上の団体料金
★市内小中学生は、「こころふれあいパスポート」
　提示で観覧無料

※新見美術館の刀剣/現代日本画の精華
　�月��日�まで開催

�
��

��

会
期
▼
�
月　

日
�
〜
�
月　

日
�　

会
期
中
無
休

��

��

��

�
���
���
���
��
�
�
�
�
�
�
���
�
�
�
�
�
�
�
��

み
や 

ざ
わ 

け
ん 

じ

��
�
�
�
�
�
�
	


�

��
���
���
���
��
�
�
�
�
	
�

つ
ち 

だ 

て
つ 

や

会
期
▼
�
月
�
日
�
ま
で

�  
� 
� 
私
の
「
縄
文
」
と
の
出
会
い
は
高
校
時
代
。

帝
釈
峡
の
縄
文
遺
跡
と
縄
文
土
器
に
触
れ
、
た
と

え
よ
う
も
な
い
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。
山
に
行
き

粘
土
を
探
し
て
見
よ
う
見
ま
ね
で
土
器
を
作
り
焼

い
て
み
ま
し
た
が
見
事
に
破
裂
…
…
。
そ
れ
か
ら

年
月
が
流
れ
、
猪
風
来
美
術
館
の
作
品
を
前
に
し

て
あ
の
頃
の
感
動
が
ふ
つ
ふ
つ
と
蘇
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
あ
こ
が
れ
だ
っ
た
縄
文
土
器
を
作

る
喜
び
、
自
然
と
一
体
に
な
っ
て
焼
き
上
げ
る
縄

文
の
精
神
世
界
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

私
の
太
古
へ
の
興
味
は
つ
い
に
縄
文
の
世
界
で
ゴ

ー
ル
し
た
よ
う
で
す
。 �  
� 
� 

土
田
哲
也 

1
9
6
3
年
生
ま
れ 
哲
西
町
出
身
・
在
住 

縄
文
修
行
�
年

　

い
ま
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
る
�
縄
文

の
美
�
。
数
万
人
に
も
の
ぼ
る
縄
文
野

焼
き
体
験
者
や
、
縄
文
を
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
た
音
楽
や
映
像
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
縄
文
芸
術
が
さ
か
ん
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
回
、
現
代

縄
文
芸
術
運
動
の
最
先
端
を
担
う
当
館

で
縄
文
造
形
を
学
ぶ
教
室
生
の
中
か
ら
、

�
年
間
の
修
行
を
へ
て
縄
文
土
器
作
家

が
誕
生
し
ま
し
た
。
縄
文
土
器
と
対
話

し
、
そ
の
美
を
修
得
し
た
成
果
を
ど
う

ぞ
ご
高
覧
く
だ
さ
い
。

土
田
哲
也
（
縄
文
土
器
）

な
視
覚
的
、
聴
覚
的
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与

え
て
い
ま
す
。
本
展
で
は
、
賢
治
が
記
し
た
「
雨

ニ
モ
マ
ケ
ズ
手
帳
」
や
水
彩
画
を
は
じ
め
、
賢

治
作
品
に
触
発
さ
れ
た
後
世
の
作
家
た
ち
が
描

き
あ
げ
た
さ
ま
ざ
ま
な
絵
本
や
挿
絵
の
原
画
な

ど
約
�
�
�
点
を
展
示
し
ま
す
。

　

『
銀
河
鉄
道
の
夜
』『
風
の
又
三
郎
』『
注
文
の

多
い
料
理
店
』
な
ど
、
数
多
く
の
童
話
や
、「
雨

ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
な
ど
の
詩
作
で
広
く
親
し
ま
れ

て
い
る
宮
沢
賢
治
（
�
�
�
�
〜
�
�
�
�
）。

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
が
進
む
今
、
再
び

賢
治
の
作
品
が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

彼
が
生
ま
れ
た
年
に
発
生
し
た
明
治
三
陸
地

震
、
お
よ
び
亡
く
な
る
約
�
か
月
前
に
発
生
し

た
昭
和
三
陸
沖
地
震
と
い
う
二
度
の
大
き
な
震

災
に
よ
り
、
岩
手
県
に
生
ま
れ
た
賢
治
に
と
っ

て
そ
の
生
涯
は
、
天
災
と
凶
作
に
悩
ま
さ
れ
た

も
の
で
し
た
。
そ
ん
な
苦
し
い
世
相
の
中
で
、

賢
治
の
心
に
は
、
岩
手
県
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
と

い
わ
れ
る
ド
リ
ー
ム
ラ
ン
ド
、
架
空
の
理
想
郷

イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
が
あ
り
ま
し
た
。
イ
ー
ハ
ト
ー

ブ
を
目
指
す
独
自
の
世
界
観
で
綴
ら
れ
た
詩
や

物
語
は
、
世
界
中
の
人
々
に
親
し
ま
れ
、
今
日

に
至
る
ま
で
多
く
の
芸
術
家
た
ち
に
さ
ま
ざ
ま

宮沢和樹さん 宮  沢  和  樹 さん
みや ざわ かず き

（宮沢賢治の弟・宮沢（宮沢賢治の弟・宮沢
清六の孫、林風舎代表）清六の孫、林風舎代表）
によるによる

●●ギャラリートークギャラリートーク
　日時日時　��月月����日日������時～時～
場所　場所　新見美術館展示室新見美術館展示室

●●記念講演会記念講演会
「祖父・清六に聞いた兄・賢治」　「祖父・清六に聞いた兄・賢治」
日時　日時　��月 月����日日������時時����分～分～����時時
場所　場所　新見駅前交流センター新見駅前交流センター��階階
参加費　参加費 無料　無料　定員定員 ����名名

※講演会参加は、申し込みが必要です。※講演会参加は、申し込みが必要です。
会場周辺には駐車場がありませんの会場周辺には駐車場がありませんの
で、公共交通機関をご利用ください。で、公共交通機関をご利用ください。
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���������	
���

� ��� � ��� � ���

�
��
�

�
��
��
�
���から

���まで

�������

��
総務産建常任委員会
���：��～
�市役所委員会室
�議会事務局（�����）

人権・行政・登記・法律相談
���：��～��：��
�おおさ総合センター
�大佐支局（�����）

心配ごと相談
���：��～��：��
�おおさ総合センター
�社会福祉協議会大佐支所
　（�����）

�
人権・行政相談
��：��～��：��
�きらめき広場・哲西
�哲西支局（�����）

消費生活相談
���：��～��：��
�山村開発センター小会議室
�商工観光課（�����）

心配ごと相談
��：��～��：��
�きらめき広場・哲西
�社会福祉協議会哲西支所
　（�����）

��
市民学習講座
「アロマセラピー講座」
���：��～��：��
�まなび広場にいみ
　3階学習室
�生涯学習課生涯学習係
　 （�����）

��
人権・行政・登記・法律相談
��：��～��：��
�やまびこ広場神郷
�神郷支局（�����）

交通事故相談
���：��～��：��
�総合福祉センター�階図書室
�生活環境課生活交通係
　（�����）

心配ごと相談
��：��～��：��
�やまびこ広場神郷
�社会福祉協議会神郷支所
　 （�����）

��

��
正田トンネル開通式
���：��～
�正田トンネル哲多側坑口付近
�建設課維持管理係
　 （�����）

����
年金相談(要予約）
���：��～��：��
�哲多支局
�哲多支局（�����）

���
新見福祉フォーラム
���：��～��：��
�まなび広場にいみ小ホール
�福祉課障害者福祉係
　（�����）

����
にいみ雛まつり
(�月�日まで）
�新見中央商店街ほか
�商工観光課（�����）

�
まんさく運動公園記念植樹祭
（高梁川流域連盟��周年記念植樹）
���：��～
�まんさく運動公園
�生涯学習課（�����）

里親制度出前講座
���：��～��：��
�総合福祉センター�階大会議室
�こども課こども福祉係（�����）

男女共同参画ステ ップア ップ講座
「エコ生活で人も地球も
　　　　　 すこやかに」
���：��～��：��
�まなび広場にいみ学習室
�企画政策課広報係（�����）

�
一般質問
���：��～
�市役所議場
�議会事務局（�����）

�
一般質問
���：��～
�市役所議場
�議会事務局（�����）

行政相談
��：��～��：��
�きらめき広場・哲西
�哲西支局（�����）

地域子育て支援講演会
���：��～��：��
�総合福祉センター�階
　大会議室
�こども課子育て支援係
　（�����）

※
所
得
税
確
定
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告
・
住
民
税
申
告
の

　

相
談
日
程
は
、
７
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ジ
を
ご
覧
く

　

だ
さ
い
。

消費生活相談
���：��～��：��
�山村開発センター小会議室
�商工観光課（�����）

心配ごと相談
��：��～��：��
�きらめき広場・哲西
�社会福祉協議会哲西支所
　 （�����）



�����������������������	
�

� ��� ���� ���� ����

��������������

���
人権相談
���：��～��：��
�総合福祉センター
�総務課総務係 （�����）

心配ごと相談
��：��～��：��
�哲多総合センター
�社会福祉協議会哲多支所
　（�����）
���：��～��：��
�総合福祉センター
�社会福祉協議会本所（�����）

���
第��回新見市長杯
スキー大会

第��回新見市長杯
スノーボード大会
��：��～��：��
�いぶきの里スキー場
�商工観光課（�����）

������
人権・行政相談
��：��～��：��
�哲多総合センター
�哲多支局（�����）

���建国記念の日��
文教福祉常任委員会
���：��～
�市役所委員会室
�議会事務局（�����）

岡山県統一ノーレジ袋デー
�参加各店舗（市内��店舗）
�生活環境課環境保全係
　（�����）

�

������　

人権・行政・家庭児童・母父子相談
登記相談（要予約）
���：��～��：��
�総合福祉センター
�総務課総務係（�����）

��
議会運営委員会
���：��～
�市役所委員会室
�議会事務局（�����）

����

�����������
平成��年�月議会定例会
（開会日）
���：��～
�市役所議場
�議会事務局（�����）

����

����
代表質問・一般質問
���：��～
�市役所議場
�議会事務局（�����）

心配ごと相談
��：��～��：��
�哲多総合センター
�社会福祉協議会哲多支所
　（�����）
���：��～��：��
�総合福祉センター
�社会福祉協議会本所
　（�����）

���
スタインウェイ
市民ピアノコンサート
���：��～
�まなび広場にいみ大ホール
�生涯学習課文化振興係　　
　（�����）

心配ごと相談
法律相談（要予約）
���：��～��：��
�総合福祉センター
�社会福祉協議会本所
　（�����）

人権相談
���：��～��：��
�総合福祉センター
�総務課総務係（�����）
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■編集／新見市報道委員会

■発行／新見市
   〒���－���� 岡山県新見市新見���番地�
　新見市総務部企画政策課　����������

■ホームページ
　������������	�
��		�	�����������	
　携帯電話でもご覧になれます

平成��年�月 号   平成��年�月�日 N o.���

★�月号の「ハッピーバースデー」コーナーに掲載希望の人は、企画政策課広報係（������）にご一報ください。（締切は�月��日）

総人口��� ���人  男��� ���人 女��� ���人 世帯数��� ���世帯   （平成��年�月��日現在）

■面積　��� � ���

■ひとのうごき （　 ）内は前月比較

　総人口　������人（－��人）

　　男　　������人（－��人）

　　女　　������人（－��人）

　出生…��人　 転入…��人

　死亡…��人　 転出…��人

　世帯数　������世帯（－��世帯）

　（平成��年��月末日現在）

�������

■固定資産税・都市計画税�期
■国民健康保険税�期
　（納期限：�月��日）

ハッピー�
バースデー�

今月、満�歳になる子どもたちです。
これからも元気で大きくなってね！
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